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はじ め に

四国地域の森林帯は，急峻な地形と中央構造線に代表される脆弱な地質構造の上に成育

しているうえ豪雨の頻度が高いので，土壌流失による林地の地力低下や山地災害の発生し

やすい自然環境の下にあります。また，四国の森林は，スギヤヒノキの人工林化が進んで

おり，林業が中山間地域の基幹産業として重要な役割を果たしています。一方，吉野川，

四万十川，仁淀川をはじめとする流域の森林は，水源かん養，国土保全，森林レクリエーショ

ンなどの公益的機能の面で古来より地域の安定・発展に大きく寄与 しています。このため

産業資源，環境資源，ひいては文化資源としての森林を，適切に育成・管理するための技

術の高度化が強く要請されています。

このような地域特性を背景として，平成 6 年度においても環境保全に配慮 した林業活動

を行うための森林管理技術と，高度に人工林化された地域における林業経営技術の向上を

目指して，「急傾斜地域における立地環境の保全技術および環境資源としての森林の保全技

術」，並びに「中U澗地域における林業経営技術および森林生物の管理技術」の向上に資す

る研究を行い，それぞれ有効な提案，解明，知見などを得ました。本年報は，平成 6 年度

における当支所の試験研究の成果・業績，現在および今後の取 り組み課題，関連資料など

を取りまとめたものです。皆様の業務にいささかでもお役にたてば幸甚に存じます。

時あたかも今年は，戦後50年 という大きな節目を迎えると同時に，21世紀 まで余すとこ

ろ数年 という，新しい時代の「入り口」にさしかかっています。平成 6 年度の林業自書に

よれば，森林を保全しながら有効に利用していく知恵やその結晶としての技術，制度およ

びこれらを基礎とした生活様式の総体を「森林文化」と呼び，森林と人類との「共生」関

係や森林に内在する「循環」原理の尊重をアピールしています。また，将来にわたる人類

の繁栄にとって不可欠な森林の保全と持続可能な経営の確立が国連の場でも採 りあげられ

た記念すべ き年でもあ ります。

関係各位の変わらないご協力・ ご支援に感謝し，試験研究の更なる深化に向けて職員一一

同邁進・努力を束ねる所存であります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

平成 7年 9 月

四国支所長 高田 長武



平成 6 年度森林稔合研究所四国支所年報

目次

はじめ に … …… …… …‥‥・…・‥…… ＝…… …… … …… ‥… …‥… …… …・… …‥…… …・… …… ……・・‥…… ‥ 1

目次 ……………‥‥……・‥…………………・・…・……‥＝‥・…‥・…‥………・……‥‥…‥…‥……………‥ 2

平成 6 年度の研究課題 ‥…・………‥…・……‥………‥……・・・…・・…‥…・………‥…………・……・・・・・‥…・…・ 4

就験研究の概要

1 ．環境保全的森林管理技術の向上

1 －－（1） 急傾斜地における立地環境の保全技術の開発 ‥‥…・…・・………‥……‥・・……………‥・・…… 7

1 －（2） 環境資源としての森林の保全技術の向上 ………‥…・・…・……………‥………………‥……‥ 8

2 ．高度に人工林化した地域における林業経営技術の向上

2 〟（1） 中山間地域における林業経営技術の改善 ‥…・…・‥‥‥…・…・…・…・・……………………・……・ 10

2 一（2） 中山間地域における森林生物の管理技術の高度化 ……………・…・…・…・…・………‥…・…‥・ 12

特定研究「酸性雨等モニタリングセンターステーション構築」・…………・…………・・…………・・‥……・ 14

研究成果

四国地方の山間地の降雨特性について ‥………‥………・…・……………‥‥…‥……‥・…………‥……・ 15

皆伐跡地斜面の上下に生育するスダジイ萌芽の葉の形質 …・・…・…・・…・………………………・…・‥…・・ 17

林地管理の粗放化と林地の地表侵食 ‥…・……・・……………………………‥・…………・………‥………・ 19

高知県大正町葛籠川源流部の水質について ……・……・・……………‥……………・……・…・・…・…‥…… 21

四万十川源流域での森林から渓流へのリター・土砂の流入量・………………………………………・‥‥23

市ノ又風景林の林分構造 …・…‥…・……・………‥・…………・…・・………………・・・……・・…・・……・・…・… 25

下ルノーl山ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果・‥…‥・‥……………‥…・・・………………・……・・………‥29

直径成長予測へのニューラルネットワークの応用 …‥‥・・………・‥…‥…‥……＝＝●…＝●●＝………… 31

嶺北流域における林業生産の動向 ‥…・……・…・…・…・……・・……‥……………●………‥…‥…＝……‥33

嶺北流域の素材生産事業体の実態 ‥………‥………‥…‥‥…・・‥………＝‥………◆…●●……●……＝●‥‥39

ヒノキ樹脂胴枯病菌とその病原性 ‥…‥……・‥・…・…‥…………‥‥…………‥……‥…●……●‥●‥……・ 43



平成 6 年度森林総合研究所四国支所年報 3

誘引剤によるニホンキバナの誘殺 －－一致種の粘着紙による成虫捕獲数の比較－ ……‥……‥…‥…… 45

平成 6年度の病虫獣害発生状況について ……・…・…‥…………………‥………………‥‥…‥………… 48

四国支所構内で観測された降雨の酸性度について・……・・・…・…‥・‥・……‥………‥‥‥……………‥‥・ 50

研究業続 ‥・……‥・‥……………・・…・……・‥……‥………‥…・………・・・………・…………・…＝…‥…………‥53

研究発表会の記録 …‥……‥……・…・・…・……・…・…・…………‥………・・……………・…・・…………‥‥‥56

資料

受託研究調査・主催行事・国際関係 ………・‥・……・……＝・…‥………・………・…………‥‥……・‥…‥57

非常勤研究員・気象観測値 …・…・・・…・…‥・……・…・・…‥・…・…・…・・‥…・・…………………・‥…………‥58

固定試験地位置図 ………・…………‥・・・………・…‥…‥…・…・…………・………‥…………‥・…‥……… 59

固定試験地一覧表 ………‥‥‥…・…………・‥・・＝＝…・………‥……・………………・・…………・………・… 60

平成 7 年度の研究課題 …・・…・‥…………‥・・…・…‥‥………・‥‥…‥‥…‥‥……‥………・…・…・………・ 62

沿革・職員の異動・…‥……‥…‥……‥‥…・・…………‥………………・…・・……・………‥‥…‥………・・ 64

現有施設・樵構 …‥……・・・…・…・……・・・…………‥………・……‥・・…・…・………………・……‥・……‥‥65

敷地および実験林 ……………・…………………・…・…・・……………・‥…‥……‥…・・……‥…………‥… 66



平成 6年度森林稔合研究所四国支所年報

研究間患 ⅩⅢ 豪雨

研究

大課藍 1 車重了車重垂i

平成 6 年 度 の 研 究 課 題

急傾斜地域の森林管理技術の高度化

課題

実行 課 長喜

担当

研究室

1 ．環境保全的森林管理技術の向上

（ 1）急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

①急傾斜山地における立地環境特性の解

明

a 林地の降雨特性および鉱物特

性に基づく地表侵食量の定量

化

b 常緑広葉樹林の再生過程にお
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明
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1 ．環境保全的森林管理技術の向上

1 －（り 急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

四国地方に広く分布 している急傾斜山地では，森林土壌の保全が環境保全面だけでなく，林業生産の面で

も不可欠である。とくに，平成 6 年夏の異常渇水を期に関心が高くなった森林の保水擬能は森林土壌による

ところが大きい。しかしながら，森林の取 り扱い方によっては，地表侵食，表土流亡 とそれに伴う環境悪化，

地力低下が懸念される。この中課監では，急傾斜山地の立地環境特性を解明するとともに，各種の森林施業

が森林土壌へ与える影響を解明して，林地保全・地力維持を目的とした立地区分法の開発を目指 している。

平成 6年度には，①「急傾斜山地における立地環境特性の解明」と②「森林施業が土壌特性に与える影響

の解明」の 2／ト課葛について，下記の6 実行課藍を実施 した。これらの課題の中で，②耶 a 「一斉林施業

が土壌の物理的性質に与える影響の解明」，②－ b 「林地管理の粗放化に伴う土壌保全樅能の変動評価」の

2 課讃は本年度をもって完了した。また，（彰一 d 「施業方法の違いによる物質循環特性の解明」は，主担

当者の転出にともない中止 した。

①“ a 「林地の降雨特性および鉱物特性に基づく地表侵食量の定量化」

土壌侵食の予測モデルの一つとして米国農務省土壌保全局で開発された U SLE 式をとりあげ，この中で定

義されている降雨特性について検討 した。四国地方のアメダスデータを利用して，降雨特性値として，年間

降雨量，年間積算降雨エネルギー，降雨係数を算出した。その結果，四国地方の降雨特性は，おおむね北か

ら南へ降雨が激しくなる傾向があり，そのピークは太平洋側のU t間部にあることがあきらかになった。また，

年間降耐圭と降雨係数の関係は指数関数に回帰できることが示された。これにより，降雨量をもとに，降雨

係数を簡便に推測することが可能であることがわかった。

①－1b 「常緑広葉樹林の再生過程における土壌水分条件の役割」

春野町のスダジイ林皆伐跡地で，立地の違いによる土壌水分環境の遠いがスダジイ萌芽の水分環境にどの

ように影響を与えているかを検討した。その結果，斜面上部，下部ともに林内の土壌のほうが乾燥していた。

また，皆伐跡地では土壌表層から乾燥 してくるのに対 し，林内では下層から乾燥がおこり，林木の水分需要

が影響 していると考えられた。日中の菓の水ポテンシャルを比較すると，湿潤な日も乾燥 した日も，皆伐跡

斜面上部で先行して乾燥したが，乾燥度合の違いは小さかった。夜間の乾燥からの回復過程には違いがみら

れ，斜面上部では別復が遅くなっていた。皆伐跡地で同時に測定した土壌水分張力では斜面上部のほうが斜

面【F部より乾燥 していた。そのため，葉の水ポテンシャルでみられた乾燥過程の回復の遅れが土壌水分によ

るものかどうかを今後検討する必要がある。

②－ a 「一斉林施業が土壌の物理的性質に与える影響の解明」

スギ，ヒノキーーー斉林施業を行っている林地の表層土壌の物理性を比較して，一斉林施業による土壌物理性

への影響を評価した。その結果，ヒノキ林では枝打ちや間伐による下層植生の繁茂が土壌物理性の耗持に有

効であることがわかった。また，スギ林はヒノキ林に比べると，地表を覆う堆積有種物が多く，物理性の保

護にすぐれていることがわかった。この課題は本年度で完了し，残された間葛点のうち，研究可能なものは
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②一一－C 「複層林施業による地表保護効果の解明」で実施することとした。

②－b 「林地管理の粗放化に伴う土壌保全機能の変動評価」

高知県大豊町西峰地区の 4 k㌔をモデル地域として，モデル地域に出現する代表的な森林として，ヒノキ新

植地，ヒノキ間伐期林など11林分を試験地として選定し，土砂受け箱法で流亡土砂量を測定した。そして，

各試験地の流亡土砂量と積算降雨量の関係から，林相別の土砂流亡妻を推測した。その結果，林相によって

流亡土砂量に2 桁の開きがあることがわかった。したがって，林地での土壌侵食を考える上では林相が最 も

重要な因子であるといえる。これらの成果を用いて，土壌流亡モデルの U SLE 式を林地へ適用し，モデル地

域の試行評価区域に適用して侵食量のオーダーによって 4段階区分した。この課題は本年度で完了し，平成

7 年度からは特別研究「人工針葉樹林における土壌劣化機構の解明」を実施する。

②の C 「複層林施業による地表保護効果の解明」

奈半利営林署野川山匡摘一林の，スギ・ ヒノキーースギ複層林と隣接スギー斉林で，地表の被覆状態，地表

侵食の実態調査をおこなった。その結果，複層林のほうが地表保護で優れていた。今回の調査結果では，地

表保護に関与している因子のなかで，A o層被覆撃と樹冠閉鎖率が地表侵食量との間で相関関係がみられた

が，植生による地上30cm までの被覆率や100cm までの被覆率では相関関係がみられなかった。これは，今回

の調査地が造成後約20年を経過した古い複層林で，下木の樹冠もほほ閉鎖 してお り，より一斉林に近い状態

になっていたためと考えられる。

②－－d「施業方法の違いによる物質循環特性の解明」

手入れ不足により放置されている人工林や適切な施業がおこなわれている人工林および広葉樹天然生林，

二次林に銑験地を設定 し，堆積右横物をはじめとする表層土壌中の養分移動を検討することとした。その結

果，林内雨の養分特性では，広葉樹林では pH が 1 前後，無積悪窒素のうちアンモニア態窒素が針葉樹林に

比べて高くなっていた。また， リターフオール量はスギ林で 5 ～ 6 月，ヒノキ林で10～11月にピークがみら

れた。アカマツ林，広葉樹林のピークは4 －5 月であっキ。分解速度は落葉広葉樹林がもっとも早く，スギ，

ヒノキ，常緑広葉樹林の椴であった。この課逝は，主担当者が転出し，人的余裕がないため，中止する。

1 －－（2） 環境資源としての森林の保全技術の向上

四国地域では急峻かつ豪雨頻度が高く，持続的林業経営のためにも環境保全樵能を強化・発揮する森林施

業の導入が不可欠である。特に，複層林の健全な生育を図るため，上木や下木を含めた密度管理などの施業

技術や生物被害回避技術の開発を行う。一一方，河川水質に影響の大きい森林では，水質保全機能を推持・発

揮させることが重要で，源流域の森林について，その林分構造，動態などを把握 し，それらと渓流七流入す

る有椀物量や水質との関係を解明する。

この中課題のもとで，平成6 年度は小課恕①「複層林施薬技術の開発」において1美行課題が，小課題②

「 源流域森林生態系の動態の解明」において2 実行課題が実施された。’これらのうち，実行課老②－ a 「四

万十川流域の森林資源管理に関する基碇的研究」は本年をもって完了した。



平成 6年度森林稔合研究所四国支所年報

①－1a 「二段林施業が林木の水分生理に及ぼす効果の解明」

下刈 りなど作業の省力化を図る複層林の 1 タイプとしての帯状皆伐跡地への下木植栽では，帯の中央部か

ら林縁，保残林内にかけて光環境と土壌水分条件に勾配が生じると予測され，両要因が複合的に下木成長に

影響すると考えられる。植栽位置の遠いが土壌水分条件に与える影響を検討するため，大豊町の 9年生スギ ・

ヒノキ混植林分において，スギ下木の保残林から皆伐帯にかけての位置と，生育水分条件を反映するとされ

る早朝の木部庄ポテンシャルの関係を調べた。保残林内と比較 して，皆伐帯内で土壌は乾燥 していた。土壌

水分が上木の根系を通 じて蒸散により奪われるため林内土壌は乾燥するという説があるが，今回の測定では，

木部庄ポテンシャルにより判断する限り，上木による庇陰により林内は湿潤になっていたといえる。

本課芭は当初 6 年度までの予定であったが，現地観測で明らかとなった土壌水分条件差の発生原因の実験

的検証のため， 7年度まで延長する。

②肘 a 「匹q万十川流域の森林資源管理に関する基礎的研究」

四万1一川流域における森林資源の現況を把握し，今後の資源管理のあり方について検討する基礎資料の収

集を目的として 6 ， 7 両年度にわたり本課題を実施した。

流域全体の資源動態に関しては，地区ごとの人工林率増加および天然林減少実態を把握 し図化した。この

うち西土佐村，大野見村，大方町，欝原町における広葉樹造林地の拡大傾向が明らかとなった。大正町田野々

にあるクヌギ林を対象地とした昆虫・菌類相調査では，シイタケ原木としてのクヌギにとっての潜在的な害

虫が観察されたが，現在のところ健全な状態を保ち，特定の菌にも感染していないことが判明した。同町の

市ノ又風景林では，森林から渓流への物質移動実態ならびに流域での渓流水質の変化実態が明らかにされた。

地表面の土砂や有機物などは，雨量の増加につれて移動量の増加がみとめられたが，移動量の地形依存傾向

は土砂で強く，リターでは林分構造の差がより大きく反映されていた。水質は pH が天然林と周辺のスギ ・

ヒノキ人工林に関わらずほほ安定 していたのに対 し，EC （電気伝導率）には渓流間で共通した季節変化傾

向がみられ 1 ～ 5 月に高かった。また水中の成分によって季節変化パターンが異なるが，天然林・人工林の

林相による渓流水質の差は判然としない。これは天然林がヒノキ・ツガなど針葉樹が優占する林分であった

ためと推測された。

②－－b 「源流域天然林の構造と機能の解明」

四国では少なくなった源流域天然林の構造と機能・動態を解明し，環境資源としての森林の保全技術向上

に資することを目的 として本年度から実施 した。本年度は大正町の市ノ又風景林 （約52ha）内のヒノキの

混交するモミ・ ツガ天然生林に固定試験区（100 m X l00 m ）を設定し，地形および林分構造の把握を行った。

この林は，尾根では上層にヒノキ，モミ，斜面でモミ，カシ類などが混交する成熟林であり，尾根に対 して

斜面での種多様性の高さが目立った。
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2 ．高度に人工林化 した地域における林業経営技術の向上

2 －（1） 中山間地域における林業経営技術の改善

この中課恕では，四国地域における施葉形態の多様化の中で，森林の多目的利用技術と林業経営技術の改

善によって，適正な森林の管理，林産物の生産・流通の合理化，山村の活性化を図るための森林経営計画手

法および木材生産技術・流通システムの改善を行う。すなわち，育成天然林，複層林，長伐期・超長伐期人

工林などにおける，更新経費抑制や高価格材生産などの施業技術の高度化を図り，地域の林業経営体などへ

の先進的技術の提供を促進する。また，地域の林業生産活動に必要な情報の効果的利用，コス トダウンなど

により，外材などとの競争に耐え得るような木材，林産物の生産・流通・加工システムの形成条件を明らか

にす る。

平成 6 年度は， 3 1ト課老について， 6 実行課邁を実施 した。

（ 丑什 a 「スギ択伐天然林における保続計和枝術の検討」

魚梁瀬営林署管内小屋敷山天然更新試験地の土壌条件は斜面位置によってかなり異なり，斜面上部の平坦

面は土顧が深く，A o層が発達しているが，斜面中腹からは傾斜40度前後の急斜面になり，土層の発達が悪

く，転石が多かった。また，現在の直径分布について混合正規分布をあてはめ，天然林の複数世代の直径分

布を 2つの正規分布の合成関数で表現した。この方法によると分布の推移についても理論的な成長モデルの

適用が可能となり，直二径階に対する確率密度関数は， 2 つの正規分布の和となる。また，期首の直径と直径

成長量の関係については，通常の人工林では加齢とともに回帰直線の傾きが小さくなるが，天然林において

はさらに負になっていた。これは，成長はしているものの，樹齢が高いことと直径分散が大きいことに起因

すると思われる。

②p a 「分布モデルによる収穫予測技術の開発」

施業標準地の成長資料について，四国地域の各森林計画区ごとの地域間比較を行った。12の森林計画区の

うち，施薬標準地のない肱川計画区を除き，スギの樹高成長資料について地域間比較を行った。成長資料に

対してミッチャーリッヒ式をあてはめ，林齢10年から60年までと，100 年までの10年ごとの値に対してダン

カンの多衷比較検定を行った。 5 ％水準の検定では，60年生までは有為な差はなく，100 年生までの数値で

は約 3 グループに分類された。各森林計画区の樹高分散，直径成長，直径分散についてもミッチャーリッヒ

式をあてはめ，成長予測のための基礎モデルを作成した。安芸森林計画区におけるスギの直径成長と直径分

散に対する推定値はどちらもデー‾タに対してそれぞれ相関係数で0．87，0．85 と良好なあてはまりを示した。

さらに今回の施菜標準地における平均直径の成長と直径分散の推移をもとに，安芸計画区における直径分布

の推移を正規分布を仮定して 3次元的に表現した。林齢10年の時の尖った分布から林齢30年，60年へと分散

が大きくなりながら推移している様子を表示した。

②－一b 「人工林の構造解析」

人コニ林収穫試験地において定期測定資料の収集を継続して行い，林分構造の経年変化を分析 している。各

試験地におけるこれまでの施業試験の概要や，過去の膨大なデーータの管理方法等について整理を行い，本支
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所間で情報交換 した。調査予定年にあたる窪川営林署管内下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地については調査

結果を取 りまとめた。幽国支所経営研究室で管理 している 2 つの天然更新試験地（スギ）と12の収穫試験地

（ スギア，ヒノキ 5）について，現在までに蓄積されている資料は以下のものである。1）各調査ごとの毎木

データ：平成 2年 （1990年）以前のものは本所で開発されたフォー トランプログラム用のデータ入力形式で

M S－D O S のテキストファイルとしてフロッピーディスクに保管している（全調査の82％）。それ以後の調査

については，表計算ソフト（M S－E xcel）を利用 して処理 しており，エクセルのフォーマットで保管してい

る（同14％）。2）各調査を取 りまとめた林分代表値の時系列データ：表計算ソフト（M S－E xcel）のデータ形

式で保管している。なお，四国支所の年報にこれまでの調査結果を公表している。

②一 C 「ニューラルネットワーク理論による森林計画の設計予測間蓮の基礎的検討」

ヒノキ試験地の毎木の直径データを用いて，ニューラルネットモデルを作成し，適合度を検討した。 7 回

の測定データを学習させて，77年生の 8 回目の実測値を予測値とする教師データとして与え，モデルを作成

した。データに対する適合度は最も良いものが相関係数0，965であった。また，教師データ以外についても

0 ．928の相関を待た。北海道地方天然林の例では実測データの誤差分散に対して，回帰直線，曲線はそれぞ

れ1， 2 割程度の減少にとどまったが，ニューラルネットモデルでは 6 割以上の減少となり，きわめて良い

適合性を示 した。また，日本各地のスギ林分収穫表の地位別のデータを学習データとして，適合性を検討 し

た。モデルの出力値と収穫表の記載値について相関係数はほほ0．99以上となり，ニューラルネットモデルが

森林収穫予測に有効な手法であることを示唆 した。さらに米ツガ製材用丸太の市場価格を対象に，各種経済

指標を12 ケ月分学習させた。適合度は相関係数でみると， 3 ケ月先で0．981， 6 ケ月先で0．979であった。

③－－－a 「森林継続調査法による長伐期林分情報の整備方式の開発」

高知営林局管内に設定されている収穫試験地などの固定式験地について，試験地資料のデータベース化に

ついて検討した。特に試験開始から10年以上が経過し，四国地域の12森林計画区において林分成長資料の蓄

積が進んでいる施業標準地資料について，より使いやすいデータベースの設計と利用例について検討 した。

施業標準地資料について，既に開発済みの入力用フォームと M S－D OS 上のデータベースを基礎に，ユーザー

にとってより使いやすいグラフィカルなインターフェースを持った W indow s 上のデータベースを構築 し

た。また，データの更新やデータ構造の再構成に柔軟に対応し，検索やレポー トの作成により高度な枚能を

発揮できるリレーショナルデータベースを利用した。また，例示による検索の一例として，安芸森林計画区

におけるスギⅥ齢級の平均直径と平均樹高を検索 して，抽出するフォームを示した。入力はコー ドで行い，

レポー ト出力は別のテーブルに関連づけられた営林署名と森林計画区名を表示させた。また，安芸計画区に

おけるⅥ齢級の平均直径と平均樹高についてもレポー ト出力させた。

③－ b 「林家の経営動向と林産物流通経路の究明」

高知県嶺北流域は，スギ材主体の民有林地帯で，平成 5年の素材生産量は約15万ぶである。このうち国有

林が30％を占め地域の森林組合への事業供給者として重要な位置を占める。また，森林組合は国有林事業の

他，比較的大規模な林家に依存する割合が高い。他の素材生産主体は，大規模林業事業体からの請け負い事

業体，第 3 セクター等の新興大規模素材生産会社，従来からの素材生産業着で大規模・専業的なもの，そし
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て小・零細規模業者および自伐林家等に大別されるが，小・零細業者虫よび自伐林家を除き，高性能林業樵

械の導入という展開方向を示している。それらの中でもっとも先進的な素材生産事業体として位置づけられ

る第 3 セクター等の新興の大規模素材生産会社は，民有林を中心にみられる計画性の欠如，林地自体の小規

模分散性にその展開を強 く規定されている。今後，これらの問題をどのように解決していくかが，それら事

業体の展開，さらには地域林業の展開という点からの課題である。

2 が（2） 中山間地域における森林生物の管理技術の高度化

この中課題では，温暖多雨地を中心とする四国地域の森林に発生する病虫獣害の発生機構の解明と被害解

析を行い，森林生物の管理技術の向上を図ることを目的としている0

平成 6 年度には，①「主要病害の発生生態の解明」，③「主要書虫の生態の解明」，⑤「病虫獣書発生情報

の収集 と解析」の3 小課題について，7 実行課老を実施 した。これらの課題の中で，①－ a 「ヒノキ樹脂

胴枯病菌の病原性」，③一一a 「モニタリングによるキバチ等材質劣化害虫の分布調査」は本年度をもって完

了した。また，③－エーb 「特用広葉樹を加害する昆虫の生態の解明と被害解析」は研究期間を2 年間延長し

て平成 8 年産までとする。

①r a 「ヒノキ樹脂胴枯病菌の病原性」

樹脂胴枯病の症状を呈 していたヒノキ（愛媛県，香川県，徳島県），ネズミサシ（香川県，徳島県）・ イタ

リアサイプレス（高知県）から菌の分離を行い病原菌の種を検討 した結果，四国 4 県の樹脂胴枯病菌は四国

以外のものと同じSgi仙 伽仇加地抑 gであることが判明 したo s・血α糊とその類縁菌几5ね山中iぶSp・の病

原性の差異を検討するため両菌をヒノキに接種 した結果，ぶ・加地 仰 にだけ病原性のあることが明らかに

なった。S．肋血糊 をヒノキに接種すると，有傷接種の場合にだけ樹脂流出と病斑の形成が認められたが，

3 ケ月後の病斑長はいずれも10mm以下であったため，病原性は弱いと考えられた0 また・ 菌株間において樹

脂流山の程度に差は認められなかった。

①一 b 「主要木材腐朽菌類の分類・分有に関する調査」

高知県内および周辺地域のスギ，ヒノキ人工林や広葉樹天然林において・ 生立木や倒木上などに発生した

木材腐朽菌類の子実体約100点を採集し同定するとともに，一部の子実体から南棟を分社培養した0 建築材

の腐朽を起こした前掛こついて鑑定依頼を受けたので，ヒノキの腐朽材から菌類の分柾を行った結果・ 褐色

腐朽菌の一種が分鞋培養された。文部省科学研究費補助金による海外学術研究に参加し，中国江所省 と斬江

省の山地の照葉樹林帯において木材腐朽菌類を中心に菌類の採集・調査を行い・ 500 点以上の子のう軋 担

子菌類を採集した。

③－－a 「モニタリングによるキパテ等材質劣化害虫の分布調査」

誘引剤を用いてスギノアカネトラカミキリの分布調査を行った結果・室戸市で 1匹の雄成虫が捕獲された0

また，貯木場などの丸太にトビグサレ症状が多数発見されたことから・ スギノアカネトラカミキリが高知県

東部に分布していることが明らかになった0 誘引剤を用いてニホンキバチを捕獲し分布を調査した結果，高

知県西部地域にも広 く分布していることが明らかになった。誘引剤によるニホンキバチの防除法を改良する
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ため，大豊町と土佐山田町の林内に 4種類の粘着耗を用いた誘引器を設置し，定期的に粘着紙を回収 してニ

ホンキバチとその他の昆虫の捕殺数を調査した。その結果，使用した粘着紙の種類によりニホンキバチの捕

獲数に差はないが，その他の昆虫の捕獲数には差があることが示された。

③一 b 「特用広葉樹を加害する昆虫の生態の解明と被害解析」

ミツマタに寄生するキアシノミハムシの成虫数には4 月下旬から5月上旬頃と6 月下旬から7 月下旬頃の

2 回のピークが見られたが，後者のピークの方が圧倒的に高かったため，成虫はこの時期に羽化すると考え

られた。モクセイ科の緑化樹に寄生するクロボシトビハムシ成虫の個体数は，盛夏に増加する傾向が本年も

確認された。ヘリグロテントウノミハムシの生活史に，植栽地における人為的な管理が及ぼす影響の調査を

行った。鉢植えのキンモクセイを刈 り込み，ラマス・シュー トを発生させた樹に越冬成虫の生き残りを放飼

して産卵 させた。その結果，時期はずれに羽化した成虫でも，雌雄ともに繁殖能力を持っていることが明ら

かになったが，夏の気象条件が雄の繁殖能力の獲得に関係している可能性が示唆された。

③－1C 「四国地方のシキミ栽培地におけるクスアナアキゾウムシの生態の解明と被害回避技術の確立」

土佐清水市のシキミ栽培地から毎月 1 － 2 回被害木を持ち帰 り，寄生 している個体のステージと寄生部位‾

を記録した。その結果，本棟は高知県西南部の暖地では，越冬成虫が晩春から産卵を開始し，比較的早い時

期に産卵 された場合，幼虫は年内に発育を完了 して晩秩に羽化脱出し，成虫越冬する年 1化となるが，比較

的遅い時期に産卵された場合，幼虫は中・老齢幼虫で越冬し，翌年の初夏頃に羽化脱出すると推定された。

春期に野外から採集された越冬成虫を飼育した結果，越冬後の成虫の再休眠を誘導する臨界日長は，20℃に

おいては14時間と15時間の間にある可能性が高いと考えられた。四国地方のシキミ栽培地でクスアナアキゾ

ウムシの分布調査を行ったところ，高知県と愛媛県ではほぼ全域で被害が見られたが，香川県では東部の 2

か所の栽培地でのみ被害が見られた。

③∬d 「四国地方における枯損動態と防除効果の評価」

高知市桂浜のマツ林の枯損動態の資料提供を高知市から受け．これに基づいて樹幹注入薬剤（センチュ

リが）の防除効果を評価した。現地では1992年からこれまでに 1 ～ 2 回樹幹注入による防除が行われている

が，注入が 1回行われた 7 区のうち 2 区で，注入が 2 回行われた 9 区のうち 4 区で枯損が発生した。しかし，

全体としては枯損本数が少なく，防除効果はある程度上がっていると考えられた。支所構内の被害木を用い

てマツノマダラカミキリ成虫の発生消長を調査した結果，初発日は 5 月27日，50 ％脱出日は 6 月16 日，終息

日は 7 月11 日であった。

⑤－・a 「病虫獣書発生情報の収集と解析」

別田 4 県から出された病虫獣善報告，高知営林局各営林署などから報告された林木・苗畑の異状速報，研

究室へ持ち込まれた森林被害の技術相談などをとりまとめ，四国地域の病虫獣書の発生状況・動向を解析し

た。平成 6年には病害15件，虫害11件，獣書 9 件が発生 した。今年度は夏季の異常渇水と高温の影響で，高

知県を除く3 県と高知営林局管内で松くい虫被害が昨年度に比べ増加したのが特徴である。また，各地で乾

燥による樹木の立ち枯れ被害も多く発生した。獣書に関しては，ノウサギによる被害はほほ前年並みであっ
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たが，シカやカモシカによる被害は徳島県などで増加した。土佐山田町においてヤマモモ苗木が先端部から

萎凋して枯死する被害が発生 したため病原菌の分鞋を試みたが，特定の菌は分離されなかった。

特定研究 「酸性雨等モニタリングセンターステーション構築」

この研究は，森林絵合研究所が本・支所一一体となっておこなっているもので，四国支所では「四国ヒノキ

林における森林環境の解析」を担当している。

本年度は 5 ケ年計画の最終年にあたるため，調査林分の毎木調査をおこなった。その結果，立木本数は69

本で，平均胸高直径11．3cm，樹高12．O m ，枝下高6．8 m であった。

立木衰退度調査では，標準調査木20本すべてに異常はみられなかった。成長バンドによる直径成長測定に

よると， 8 月後半に一一時的に成長が低下する現象が数個体でみられた。これは夏の寡雨の影響とみられる。

降雨の pH ，EC では，年間を通じて高い pH 値（pH 5 以上）の降雨はみられず，非常に低い pH 値を示す

降雨が多かった。したがって，E C でも，これまでには観測されなかった400 〝S／00 という非常に高い値が 3

回観測された。これらは本年度が例年にない寡雨であったことが影響 しているとみられる。
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四国地方の山間地の降雨特性について

林地保全研究室 三浦 覚

1 ． は じめ に

林地の地表侵食を定量的に評価するためには，侵食を引き起こす営力となる降雨の特性を明らかにする必

要がある。豪雨急傾斜地とも呼称される四国地方は，脊梁山脈をはさんで瀬戸内側と太平洋側 とでは降雨特

性も大きく異なる上，林地が分布する山間地の降雨実態は十分明らかにされていない。そこで，アメダスデー

タを利用 して，糾国地方の山間地の降雨特性を明らかにしたので報告する。

2 ．研究方法

降雨資料は，気象庁提供による1979年から1993年までの15年間のアメダスデー一夕を，農林水産研究計算セ

ンターにおいて利用した。四国地方には，全部で68か所の観測地点があり，それらの観測状況を調べて，無

記録期間および欠測期間がともに 1 年間の 1 ％未満である条件のもとで10年分以上のデータが得られた観測

地点59か所を解析対象とした。降雨特性値として，年間降雨量 P （mm）および，降雨の強度を表す係数とし

て米国農務省土壌保全局で開発された U SLE の土壌流亡予測式における年間積算降雨エネルギー Ea。（t・m

／ha），降雨係数 R （t・㌦／ha／hr）を算出した。

E a。＝甘（（210 ＋89・1。g I）・r），ただし，Ⅰ：区間雨量の降雨強度（蝕／hr），r：区間雨量（00 ）

R ＝呈r（E・Ⅰ6。），ただし，k。：一一連降雨期間中の最大60分降雨強度（伽／hr）

3 ．結果と考察

表－1 に，各県と四国地方全体の降雨特性値を示す。アメダスの観測地点は，県ごとにほぼ北から南の順

に番号が振られてお り，囲－1 には，全観測地点の各年ごとの年間降雨量を，県別に観測地点番号順に示す。

年間降雨量は，香川県＜ 愛媛県＝＜ 徳島県＝＜ 高知県の順に多 くなっている。香川，愛媛，徳島の 3 県では

北から南に向けて降雨量が増加する傾向が明瞭に認められる。同一県内での格差は，香川県が最も小さく，

徳島県の格差がとくに大 きい。これは，徳島県は四国地方の東部にあって，北部の瀬戸内型の気候区から南

部の太平洋型の気候区まで幅広い気候区が分布することに起因すると考える。一方，高知県の年間降雨量は，

他の 3 県とは逆に北部の方が南部より多い傾向にある。これは，高知県だけが北緯に脊梁山脈を抱え，大地

形が他の 3 県と大きく異なることに由来すると考える。

各観測地点の年間降雨量の平均値と，それをもとに措いた等値線図を図－2 に示す。年間降雨量は，高松（香

川県）が1．154mmで恵 も少なく，魚梁瀬（高知県）が4，127mmで最 も多く，その差は3・6倍である。年間降雨

量が多い地域は，高知県酎都県境の脊梁山脈の南面，高知県東部魚梁瀬付近の山岳地域から徳島県南部にか

けて分布する。とりわけ，魚梁瀬周辺の高い値は際立っている。年間積算降雨エネルギーや降雨係数の分布

パターンも年間降雨量とほほ同様な傾向を示すが，59か所の中の最小値と最大値の比を比較すると，降雨係

数の比は年間降雨量や年間積算降雨エネルギーの比に比べて 2 － 3倍程度大きい。これは，降雨量の増加が

その増加割合以上に侵食に大きい影響を及ぼすことを意味している。

1 －（1） 急傾斜地における立地環境の保全技術の開発
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次に，年間降雨量と降雨係数との関係を検討 した。年間降雨量と降雨係数との間に，R ＝a ＋ b・ P亡で

表される指数関数を仮定し，最小二乗法で非線形回帰を行った結果，図－3 に示す回帰曲線が得られ，年間

降雨量から降雨係数を推定できることが示された。

四国地方の降雨特性は，おおむね北から南へ向かって降雨が激しくなる傾向があり，そのピークは，太平

洋側のU個地にある。また，迅速な評価が目的であれば，降雨量をもとに，降雨係数を簡便，かつ，有効に

推測することが可能であり，降雨に関する特性値は年間降雨量で代表させ得ることが示された。

表－1 ．最近15年間のアメダスデータから算出した四国地方 4 県の降雨特性倍

年間降雨量
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皆伐跡地斜面の上下に生育するスダジイ萌芽の葉の形質

造林研究室 川崎達郎・酒井 武・ 即淵隆一－一

1 ． は じめ に

林分の皆伐跡地では，明るさや温度の上昇により，伐採前と比較し水分条件が大きく変化することが予測

される（平井ら，1994）。このため萌芽や実生椎樹の生存には，水分環境が強 く影響すると考えられる。常

緑広葉樹林伐採後の森林再生過程で土壌水分と微気象条件が萌芽更新椎樹の成長におよほす影響を検討する

ため，スダジイ林皆伐跡地の尾根 と谷筋で，スダジイ萌芽の葉の大きさや含水率などを測定し，尾根と谷筋

の水分環境とともに検討 した。

2 ．材料と方法

調査地は高知県吾川郡春野町吉良ケ峯の海抜高約150”200 m ，南東向き傾斜角約400の斜面のスダジイ林

皆伐跡地で，32年生時に皆伐し，伐採後 5年経過した再生林である（平井ら，1994 ；川崎ら，1995a，1995b）。

測定木は標高約200 m の尾板に生育する樹高1．7m のスダジイ萌芽と，その南東向き直下の標高約150m の枯

れ沢近くの谷筋に生育する樹高2．5m のスダジイ萌芽である。1994年 5 月28 日および 7 月13 日に，これらの

2 つのスダジイから木部庄ポテンシャルの日変化測定用の当年葉を採取 した（川崎ら，1995b）。30分から

数時間おきに一昼夜かけてスダジイの菓を採取し続け，木部庄ポテンシャル測定後にビニール袋に入れて乾

燥を避けるため日陰に保管し持ち帰った。採取業は栴端付近の枝の陽葉から健全なものを選ぶようにしたが，

特に尾根の葉でカイガラムシの付着葉が多 く，これは除外できなかった。持ち帰った葉について菓面積計（林

電工 ：A A M －7）を用いて菓面積を，電子天秤 （M ettler ：A E 163）を用いて棄重を測定 した。

また1995年 6 月23 日にスダジイが着ける菓の大きさとそのばらつきを表すために，尾根と谷筋のスダジイ

から当年枝 5 ，6 本が分枝する上部の樹冠の枝をサンプル採取 し，枝上の総ての当年葉の葉面積を測定した。

この時 も尾根の菓の多くにカイガラムシが付いていた。

3 ．結果と考察

・ 菓の大 きさの違い

1 995年 6 月23日に採取した葉について，尾根 と谷筋の試料葉の葉面積の頻度分布を図－1 に示 した。平均

葉面積と標準偏差は尾根で3．7±1．26c謡，谷筋で11．0 ±3．99c謡であった。谷筋の菓は尾根に比べて菓面積が

約3 倍と大型であった。

1 994年の 5 月28 日と7 月13日に採取した葉について，尾根と谷筋の試料葉の乾重の頻度分布を図一2 に示

した。採取時期による傾向的な違いがみられなかったため採取日別には分けていない。木部庄ポテンシャル

測定に不都合な，変形したり極端に小さい葉を除いているため，小さなサイズのものが含まれていないが，

尾根の葉の乾重は0．08土0．02 9 で，谷筋の葉の平均乾重0・18 ±0・07 9 に比べて約1／2と軽かった0

・ 葉の形質の遠い

1 994年の 5 月28 日と 7 月13 日に採取した葉の含水率（（生重一乾重）／生重）の頻度分布を図－3 に示した0

大型別枠研究 「農林水産系生態秩序の解明と最適制御に関する麓合研究」
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平均含水率は尾板で60±6 ％，谷筋で62士 4 ヲ‘と顕著な差はなかったが，頻度分布図でみると，尾根では含

水率の低い葉が若干多いようであった。

1 994年の 5 月28 日と 7 月13 日に採取した菓の SLA （比葉面積 ：葉面積／乾重）の頻度分布を図－4 に示 し

た。平均 SLA は尾根で131．84 ±26．68cm冒／g・dw ，谷筋で109 ．13±14 ．74cnぎ／g・dw となり，尾椴の葉は谷筋に

比べて乾衷当たりの菓面積が小さい葉が多かった。

尾根の菓は谷筋の菓に比べて小さく，含水率はやや低 く，葉重当たりの菓面積が小さな菓が多い。葉の木

部庄ポテンシャルの測定から，尾根では日中に葉が乾燥 している時間が長く，長期間晴天が続 くと根圏の土

壌も谷筋より幸乞燥することが明らかにされている（川崎ら，1995b）。このような乾燥条件が，今回みられ

たこれらの尾根と谷筋の菓の大きさや形質の差に反映されたと考えられる。

引用文献
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林地管理の粗放化と林地の地表侵食

林地保全研究室 三浦 覚・平井敬三＊・森貞和仁

1 ． は じめに

四国地方は人工林辛がきわめて高いにもかかわらず，近年は高齢化等による林業労働力不足のため，保育

管理が十分になされていない林分が増加 し，木材生産機能の低下とともに，環境保全機能の低下が危倶され

ている。本研究では，このような林地管理の実態を把握するとともに，管理状態によって異なる林相の相違

が，地表侵食に及ぼす影響を検討 した。

2 ．試験地ならびに調査方法

高知県長岡郡大豊町西峰の土居，久生野，蔭，柚木の 4 地区の民有地 4 k㌔を，主たる試験地とし，モデル

地域に設定した。また，大豊町西峰のほかに，同じ大豊町の立川にある民有林（山本森林株式会社）を，成

熟林の試験地として利用した。モデル地域については，高知県の1988年の森林調査簿によって，樹種，林齢，

所有規模について検討 した。また，この地域に出現する代表的な林相から，ヒノキ新植地，ヒノキ末閉鎖若

齢林，ヒノキ閉鎖若齢林，ヒノキ間伐期林，ヒノキ壮齢林，スギ閉鎖若齢林，スギ間伐期林，スギ壮齢林，

アカマツ成熟林，広葉樹若齢林，広葉樹壮齢林の11林分を選び，1993年 5 月から1994年11月の間， 2 週間か

ら2 か月の間隔で，土砂受け箱法により流亡土砂量の測定を行った。

3 ．結果と考察

モデル地域内には299筆の山林がある。モデル地域内で所有者不明の林分を除いて，経営規模を検討すると，

森林所有面積が 1 ha 以下の所有者は全体の54 ％を占め，森林所有面積が 5 ha 以下とすると，全所有者の88％

がこれに該当する。ほとんどの森林が，農家が所有する小規模な林分であると考えられる。そのため，農家

の高齢化や町外への流出によって，放置林分の増加が進行 していると考えられる。モデル地域における，樹

種別面積を表－1 に，また，広葉樹，スギ，ヒノキの林齢別杯分数を図－1 に示す。樹種別面積は，広葉樹＞

スギ＞ヒノキ＞タケ＞アカマツの順に多かった。広葉樹林は25～70年近く経過した林分が多く，かつて薪炭

林として利用されていたものが，放置されているものと推定される。人工林の中で植栽面積が多いスギは，

1 5－35年生の林齢に集中しており，昭和30年代の拡大造林期から40 －50年代の稲作転換造林が奨励された時

期に植栽 されたものが大多数を占める。この中には，町外へ洗出した所有者が田畑の耕作放棄跡地に植林し

た林分も多 く含まれている。そのような林分では，除伐や間伐等の保育施業が十分に行き届かず，手入れ不

足のまま過密林分となっているものが多く見受けられる。

図－2 に，林相試験区における積算降雨量と流亡土砂量の関係を 4 類型に分けて示す。11か所の林相別の

土砂流亡試験区の中で，測定期間が長 くかつ流亡土砂量が最大であったヒノキ間伐期林 （図一2左端）にお

いて，積算降雨量に対する流出土砂量の関係を対数変換した上で直線回帰により求めた。得られた回帰式の

傾きを他の林相試験区に村しても適用して林相ごとに回帰式を求めた。林相試験区ごとに得られた回帰式の

切片をもとに，試験区の傾斜角による影響を補正 したのち，流亡土砂量を比較 した。その結果，今回試験を

特別研究 「中山間地域における農林業の環境保全梶能の変動評価」 ＊：現 国際農林水産業研究センター
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行った林相の中では，閉鎖前後から間伐期のヒノキ林の流亡土砂量が最大で，広葉樹若齢林，スギ成熟林が

これに続き，ヒノキ新植地林，ヒノキ成熟林で小さく，アカマツ成熟林が最小であった。流亡土砂量が最大

のヒノキ間伐期林と最小のアカマツ成熟林 とでは，102オーダーのひらきがみられた。このように，林相の

相違は，土砂流亡を決定する田子の中でも特に影響が大きいものである。したがって，林地の環境保全機能

を高めるためには，林相を考慮 した施業方法を選択することにより，人為的制御が可能になる部分が大きい

ことが示唆される。また，ヒノキ林では，皆伐直二後の新植地では流亡土砂量が少ないが，間伐期にかけて大

きくなり，伐期に近い成熟林では再び少なくなっている。－・方，スギ林では，林齢による変化はヒノキ林ほ

ど顕著ではなく，樹種によって時間経過に伴う変化にも遠いが見られた。

表－1 ．モデル地域の林地の樹種別面積比（％）

樹種

スギ

ヒノキ

アカマ ツ

広葉樹

タケ

その他

計

土居

5 3 ．1

7 ．3

1 ．1

3 5 ．6

1 ．6

＿T l二軍

1 0 0 ．0

蔭全体

2 1 ．6 3 1 ．2

5 ．8 6 ．2

0 ．6 0 ．7

6 8 ．3 5 8 ．3

1 ．0 1 ．2

2 ．8 2 ．3

1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

（ 高知県森林調査簿，1988）
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めた。
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高知県大正町暮籠川源流部の水質について

林地保全研究室 森貞和仁・平井敬三＊

1 ． は じめに

森林が渓流水質に影響を与えているといわれている。しかしながら，森林の種類や林齢の違いが渓流水質

にどのように影響 しているかという点に関する調査研究は少ない。また，源流部の渓流水質に関するデータ

の集積も多くない。ここでは，四万十川の一支流において，源流部での渓流水質と森林の関係を調査した結

果について紹介する。

2 ．調査地と方法

調査地は高知県幡多郡大正町にある葛籠川である。地形図から読み取った流域面積は約2，130ha，流路延

長約10 ．5kmである。源流部の約50ha はヒノキ，ツガにアカガシなどが混生 している天然生林が分布 しており，

「 市ノ又山風景林」として知られている。源流部の天然生林より下流ではスギ，ヒノキ人工林がかなりの面

積を占めている。表－1 に示 した源流部の天然生林内 6 カ所，隣接スギ，ヒノキ人工林内各 1 カ所および風

景林入り口の合計 9 カ所に採水点を設定し，渓流水を定期的（おおむね 1 カ月ごと）に採取して，水質を調

べた。

分析項目と分析方法は以下のとお りである。pH はガラス電極法，電気伝導率（E C）は電気伝導度計，

C a2＋，M g2＋，K ＋，Na＋は原子吸光法，N H 4＋，SO 42‾，NO 3‾，C l－はイオンクロマト法によった。

3 ．結果の概要

分析結果の概要を表一2 に示した。

（ 1）林相別にみた水質比較 源流部 8 カ所（N o．7 からNo ．0 まで）を比較すると，測定月による変動があっ

たが，おおむね pH はスギ林≧天然生林≧ヒノキ林，EC は天然生林≧スギ林，ヒノキ林とみられる。分析

した陽イオン，陰イオンとも天然生林内のばらつきが大きく，スギ，ヒノキ林は天然生林の範囲内におさま

り，林相を特徴づける成分はみとめられなかった。

（ 2）同一一林相での水質変動 表－2 から明らかなように，同じ天然生林内で渓流水質が大きく違っていた。

天然生林はほぼ同じ林齢であり，地質条件もほほ同じとみられるので，水質の遠いは流量や流域内の有機物，

土壌，岩尉の堆積状態の違いが影響 していると考えられる。流量については測定できないので，今後流域内

の土壌や岩尉の堆積状態を詳細に検討する必要があろう。

（ 3）まとめ 萬籠川源流の渓流水質を調査した結果，天然生林内での水質変動が大きいことが明らかになっ

た。今後はこのような特性をもたらしている要因についてさらに検討を加えていかねばならない。また，源

流部の渓流水質が，下流へどのように影響を与えているかを検討する必要がある。

指定研究 「四万十川流域の森林資源管理に関する基礎的研究」 ＊：現 国際農林水産業研究センター



2 2

表－1 ．調査流域の概要
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採水地点N o． 流域面積（ha）

7 0 ．1

5 2 ．1

8 3 ．1

1 2 2 4 ．3

4 9 ．2

6 2 8

1 2 1 4 ．0

0 6 ．9

9 7 1

表－2 ．市ノ又流域の渓流水質

測定項目

採水地点

7

5

8

1 2 2

4

6

1 2 1

0

9

p H

7 ．1 8

7 ．1 6

7 ．2 7

7 ．3 2

7 ．1 6

7 ．2 1

7 ．3 0

7 ．1 5

7 ．2 4

1 994年 1 年間の平均値

E C NH4＋

〃S ／伽 m g ／L

7 3 0 ．0 2

6 5 0 ．0 2

5 8 0 ．0 2

7 0 0 ．0 2

5 2 0 ．0 2

6 8 0 ．0 2

5 9 0 ．0 2

5 8 0 ．0 2

6 4 0 ．0 2

流路延長（h ） 採水地点に関する記載

天然生針広混交林内

ク

ク

ク，N O ．121に隣接

一ケ

ク

スギ人工林の林緑

ヒノキ人工林内

市ノ又山風景林入り［1

C a 2 ＋ M g 2 十 K ＋

m g ／L mg／L mg／L

7 ．5 2 0 ．8 7 0 ．4 2

6 ．0 5 0 ．9 0 0 ．6 7

5 ．2 9 0 ．7 5 0 ．5 5

7 ．0 8 1 ．0 1 0 ．4 7

4 ．1 3 0 ．7 6 0 ．6 7

7 ．1 7 0 ．8 8 0 ．5 4

4 ．9 2 0 ．9 0 0 ．5 0

5 ．2 8 0 ．8 4 0 ．5 0

6 ．2 7 0 ．8 7 0 ．5 5

N a ＋

m g ／L

4 ．1 3

4 ．2 1

3 ．8 1

4 ．3 5

3 ．8 7

3 ．8 9

4 ．4 0

4 ．1 5

4 ．0 4

SO4 2 ‾ N O 3 ‾ c l ‾

m g ／L mg／L mg／L

6 ．3 6

7 ．6 6

5 ．4 2

0 ．5 4 3 ．0 5

0 ．8 7 2 ．8 0

1 ．0 0 2 ．8 8

6 ．6 5 0 ．9 7 2 ．7 1

5 ．7 2 1 ．3 3 2 ．5 4

6 ．9 6 1 ．0 1 2 ．6 4

5 ．9 8 0 ．7 1 2 ．4 7

5 ．4 1 0 ．8 8 2 ．3 0

6 ．6 7 1 ．0 5 2 ．5 7
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四万十川源流域での森林から渓流へのリター・土砂の流入量

造林研究室 酒井 武・川崎達郎・ 田淵隆一

1 ． は じめ に

森林から渓流へは様々な形で物質が流入 している。森林で生産された有機物や栄養塩類などは，森林流域

から下流，海域に供給されており，生物の栄養源としての役割や河川水質を形成する有機成分としての役割

などがあ り重要であるが調べられた例は少ない（柳井，1991 ；丸谷ら，1993）。四万十川源流域の天然林で，

土砂受け箱を斜面から渓流沿いに設置して森林から渓流へのりター，土砂の流入量を測定し，調査流域での

リターと土砂の流入量を推定 した。

2 ．調査地と調査方法

調査は高知県大正町，別万十川支流の葛籠川源流の市ノ又風景林で行った。同風景林はヒノキ，ツガが優

占し，アカガシ，モ ミ，ウラジロガシなどが混交する成熟 した天然生林である。尾根をはさむ 2 つの 1次谷

（ A 谷， B 谷とする。）を調査対象地 とした（図－1 ）d 尾根筋の傾斜は約25度で， A 谷， B 谷 とも谷に近づ

くにつれて傾斜が40度強と急になりⅤ字谷を形成 している。A 谷の調査地は集水地形を呈 しており，恒常的

な水流は調査地付近から始まっているのでここを谷頭 とし，尾根近く，斜面，谷頭まわりの 3 ケ所で，B 谷

の調査地は流路沿いの平衡斜面で，斜面と流路沿いの 2 ケ所にそれぞれ 6 －10個の土砂受け箱を等高線に沿

うように設置し，物質の移動量を測定した。また，りター トラップをそれぞれの土砂受け箱に隣接 して設置

し，落下 リクー量を測定した。谷頭まわり，流路沿いの土砂受け箱で測定された移動量を渓流への流入量と

仮定した。調査は1993年8 月から開始し，約1カ月毎に移動物質，落下りクーを剛又した。移動物質は径2 mm

以上のものは土砂とりクーに分け， 2 mm以下のものは細土として秤量した。土砂受け箱は，受け口巾25cm，

高さ15。m，奥行 き20。m の木箱で，リタートラップは35cm X 46cm の長方形の大きさのものを用いた。1993年10

月下旬からは雨量計を調査地から約 1 km離れた土場に設置し，雨量を測定した。

3 ．結果と検討

1 カ月毎の雨量，A 谷での土砂移動量，リター移動量，落下りダー量を図－2 に示 した。雨量は雨量計設

置以前と欠測期間は，調査地から約 8 km離れた大正町田野々の気象観測所のデータを用いた。落下りクー量

は1 。fあたり，リクー移動量，土砂移動量は受け口巾 1 m あたりの乾燥重量で示した。落下リター量は優占

種のヒノキ，ツガの落葉期の11月にピークを示 し，アカガシなど常緑広葉樹の落葉期の 4 ～ 5月もやや多かっ

た。土砂移動量についてみると，尾根近くではほとんどなかったが斜面や谷頭ではかなりの移動量があった0

土砂の移動は地形の違いが深 く関係していると考えられた。リクーの移動量も尾根で少なく斜面，谷頭で多

かったが，土砂移動量ほど地形による遠いは明らかではなかった。りクー，土砂とも移動のあったところで

は，雨量と移動量の間には正の相関が成 り立つようであり，降雨は，リター，土砂の移動に深 く関与してい

ると考えられる。尾根付近では土砂がほとんど移動せずりターだけが移動するというパターンがみられた0

尾根から斜面，谷頭にかけて物質の移動量は，土壌条件，微地形，植生，降雨強度，など多 くの要因が関係

指定研究 「四万十川涜域の森林資源管理に関する基磋的研究」
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して決定されていると考えられ，今後の詳細な検討を要する。

年間の物質移動量を算出すると，A 谷では，尾根で0．54k9／m ，斜面で4．62k9／m ，谷頭で5．83k9／m ， B

谷では，斜面で3・25k9／m ，流路沿いで3．85kg／m であった。尾根での移動量は他と比べはるかに小さかった。

また，それぞれの谷で斜面より谷頭部，流路沿いのほうが大きい値を示した。A 谷とB 谷を比べると集水地

形となっているA 谷の値が大きかった。ヒノキ人工林で行った山腹斜面での移動物質の調査（岩川ら，1987）

でも地形別にみると尾根部で移動量が少なく，斜面下方に向かって増大し，同じ斜面位置でも集水する沢状

斜面で大きい値を示した。今回の調査でも同様の傾向がみられた。

流路を線と仮定 し，両側から－・様に物質が流入するものとして渓流への流入量の推定を試みた。52ha の

風景林内の推定流路長2，235 m にB 谷の流路沿いでの 1 m あたりの移動量を乗じ，流域全体では 1 年間に 2 mm

以上のリターが1．9t，土砂が13 ．1t， 2 mm以‾F の細土が2．2t，物質全体で17．2t が渓流に流入 したと推定した。

流域面積1ha，1 日あたりではリター，土砂 細土はそれぞれ0．10k9，0．68k9，0．11k9（合計0．89k9）と

なる。谷東部では移動量が大きいと考えられること，実際に流路は幅を持っておりそこへ直接落下するリター

があることを考慮すればこの推定値はなお検討の余地がある。北海道の河JtIで流水を採取して推定した値は

流域面積 1 ha あたり日平均物質流送量は0．86k9 （うち有機物0．18k9）であった（柳井，1991）。今後，より

正確に河川への流入量を把握するため移動量を規定する要因，条件を解明することが重要である。

引用文献

岩川雄幸・井上輝一一郎・酒井正治（1987）山腹斜面のヒノキ林におけるリターおよび土砂の移動について（Ⅰ）

n 移動量七斜面位置ならびに降水条件 との関係“．日林関西支幕38 ：49－52．

丸谷知己・松本敦子（1993）河川上流部に流入したリダー

の運搬・堆積過程について． 日林論104 ：713～715．

柳井清治（1991）小河Jm こおける出水の実宕と物質流送

上の意義． 日林北支論集41 ：136～138．
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市ノ又風景林の林分構造

造林研究室 酒井 武・川崎達郎・ 田淵隆一

1 ． は じめ に

照葉樹林帯から温帯落葉広葉樹林帯への移行帯には，モミ，ツガ，スギ，ヒノキなどの温帯常緑針葉樹林

が成立している場合があり，推移帯，モミ・ ツガ帯などと呼ばれることがある（山中，1978 ；堤，1989）。

ここでは，照葉樹林と落葉広葉樹林の構成種と温帯性常緑針葉樹が共存し，高い多様性をもつ（堤，1989）。

市ノ又風景林もこのような林の一つ でヒノキ，ツガの優占する成熟した天然林である。ここに固定調査地を

設定 し，林分の動態を明らかにするため長期継続観測を開始 した。本報では， 1 回目の毎木調査から明らか

になった林分構造について報告する。調査地設定にあたり快〈 了承し，便宜を図っていただいた高知営林局，

大正営林署の関係各位に感謝いたします。

2 ．調査地の概要

市ノ又風景林は四国西南部，四万十川支流の葛籠川源流域にあり，大正営林署管内大正事業区85林政は小

軌86林政は小珪にあたる（図－1）。面積は52ha，標高は440m ～780m である。周辺はヒノキ，スギの植

林地となっており，風景林に指定された成熟した天然林が島状に残存している。10年前に，ヒノキの抜き切

りが行われた他は，これまで大規模な伐採は行われていない。調査地から西方に約13km離れた西土佐村江川

崎（標高60m ）の1990年 から1994年の平均降水量は2，492mm，同平均気温は15，6℃であった。江川崎のデー

タから気温の逓減率を0．6℃／100m として調査地の年平均気温を推定すると12．7℃，暖かさの指数は97・4，

寒さの指数－4．9 となる。調査地の降水量は調査地から北東に約 8 km鞋れた大正町田野々（標高152 m ）の

1 991年から1994年の降水量の平均は3，137mmで，調査地で実際に雨量計を設置して測定 した 1年間の降水量

は田野々の値とあまり差がなかったことから調査地の年平均降水量は約3，00 Omm程度と推定される。

風景林内の北向き斜面，標高が約480 m ～560 m の地点で 2本の沢に挟まれた尾根に100 m X lOO m の方形の

調査地を設定し，地形測量を行った。毎木調査では， 5 m メッシュ毎に，胸高位置（1・3 m ）での周囲長15cm

以上の個体について個体識別し，樹種，周囲長を記録した。胸高位置以下で幹が分かれているものは別個体

として調査した。ただし，調査地内の－・部，10 m X 50m については崖になっており毎木調査は行っていない。

3 ．結果と検討

表－1 に出現樹種ごとの本数，胸高断面積合計 （以下 BA とする）を示す。出現種は44種，1，488本であっ

た。ヒノキ，ツガ，モミの針葉樹 3種で BA 比の約60 ％を占めた。その内訳はヒノキが28・1％，ツガが22・3％・

モミは9．9％であった。直径分布（表－2 ）をみるとヒノキが小径木が少なく70cm ～90cm の個体が多かった。

ッガはヒノキに比べると直径階の広がりが大きく40cm ～60cm の個体が多かった。直径50cm以上の個体が存在

する種は，針葉樹 3種のほか広葉樹類では，アカガシ（BA 比6・4％），アラカシ（同3・9％），ウラジロガシ

（ 同3．2％L シイ（剛 ．7％），シラカシ（同0．8ヲ‘）の5 種であった。これら5種の直径分布は針葉樹3 種

に比べ小径木が多くなっていた。大きな個体は少ないが，小径木が多くBA 比の大きい樹種は，サカキ（BA

1 －（2）環境資源としての森林の保全技術の向上
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図一1 ．調査地位置

表－1．周囲長15cm以上の出現樹種，本数，胸高断面積合計（B A ）
胸高断面積割合 （BA 比）（調査部積0．95ha）

樹種 B A（ポ） 本数 B A 比（％） 樹種 B A（㌦） 本数 BA 比（％）

ヒノキ

ツガ

モミ

サカキ

アカガ シ

アラカ シ

ウラジ ロガ シ

ヤブツバキ

シキ ミ

シイ

ホソバ タプノキ

ハイノキ

アセ ビ

ヒサカキ

シラカ シ

シロダモ

アカシデ

ミズメ

タロバ イ

カゴノキ

モツコ ク

ミツバ ツツ ジ

オオモ ミジ

1 5 ．6 5 2 4 0

1 2 ．4 2 0 4 9

5 ．5 2 7 1 1

5 ．1 5 8 4 7 6

3 ．5 4 9 3 8

2 ．1 8 7 3 9

1 ．7 6 0 3 8

1 ．3 9 9 1 1 6

1 ．0 9 1 8 8

0 ．9 3 2 5 0

0 ．7 4 8 6 7

0 ．6 5 4 8 4

0 ．6 0 3 6 1

0 ．5 0 7 9 9

0 ．4 5 4 7

0 ．3 8 7 4 2

0 ．3 4 6 7

0 ．3 2 9 3

0 ．3 2 5 6 4

0 ．2 3 4 4

0 ．2 1 4 9

0 ．1 5 9 2 4

0・ I声2 2

2 8 ．0 7

2 2 ．2 7

9 ．9 1

9 ．2 5

6 ．3 6

3 ．9 2

3 ．1 6

2 ．5 1

1 ．9 6

1 ．6 7

1 ．3 4

1 ．1 7

1 ．0 8

0 ．9 1

0 ．8 1

0 ．6 9

0 ．6 2

0 ．5 9

0 ．5 8

0 ．4 2

0 ．3 8

0 ．2 8

0 ．2 7

ヒメシ ヤ ラ

ヤプニ ッケイ

アオハ ダ

イス ノ キ

オオノ キ

ケンボナシ

ソヨゴ

アカメ ガ シワ

ユズ リハ

シラキ

ネジキ

カラスザ ンシ ョウ

タブノキ

モチ ノ キ

ツゲモチ

ハマ クサギ

ムラサキシキプ

カナクギ ノキ

ヤマザタラ

フジ

カク レ ミ ノ

不明

0 ．1 4 0 1 0 ．2 5

0 ．1 2 6 13 0 ．2 3

0 ．1 1 6 6 0 ．2 1

0 ．0 8 7 3 0 ．16

0 ．0 8 6 3 0 ．16

0 ．0 5 9 3 0 ．1 1

0 ．0 5 0 2 0 ．0 9

0 ．0 4 6 2 0 ．0 8

0 ．0 3 7 4 0 ．0 7

0 ．0 3 0 8 0 ．0 5

0 ．0 2 8 2 0 ．0 5

0 ．0 2 2 1 0 ．0 4

0 ．0 2 2 3 0 ．0 4

0 ．0 1 5 1 0 ．0 3

0 ．0 1 5 2 0 ．0 3

0 ．0 1 5 2 0 ．0 3

0 ．0 0 9 2 0 ．0 2

0 ．0 0 6

0 ．0 0 3

0 ．0 0 3

0 ．0 0 2

0 ．0 6 6

仝樹種合計 55．768

l
 
l
 
l
 
l
0
0

0 ．0 1

0 ．0 1

0 ．0 1

0 ．0 0

0 ．12

1 4 8 8 1 0 0 ．0 0
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表－2 ．周囲長15cm以上の個体の直径階別本数（調査面積0．95ha）

樹種／直径階（伽） く5

ヒノキ

ツガ

モミ

サカキ

アカガシ

アラ カ シ

ウラジロガシ

ヤブツバキ

シキ ミ

シイ

ホソバ タプノキ

ハイ ノキ

アセ ビ

ヒサ カキ

シラカ シ

その他

T O T A L

く1 0 く1 5 〈2 0 く2 5 く3 0 〈3 5 く4 0 く4 5 く5 0 く5 5 〈6 0

1 2 2

1 2

7 2 2 9 1 5 4

6 2

2

1

3

1

1

5

6

2

21

8 4

1

6 9

4

7

1 2 3 5

5 5 3 5 1 2

4 6 2 4 10

3 8 4 2

3

5

6

6

9

A

】

l

4 3 1 0 2 5

5 1 2 0 6 1

3 3 1 6 8 1

07

2

1 0 1 4 4

5 0 7 3 7

3

5

4

1

1

1

1

1

1 2 5

1 1 1

3 1 1 4 8 8 6

く6 5 く7 0 く7 5

1 3 1 4 2

5 6 2 1 3

1

3 1

3 1 8 1 4 7 6 Z 2 9 2 8 1 1 2 1 1 0 13

表一3 ．尾板（20 m X lOO m ）の樹種別 BA ，BA 比，本数

樹種

ヒノキ

ツガ

サカキ

アカ ガシ

ハイ ノキ

シイ

アセ ビ

ウラ ジロ ガ シ

ヤブツバキ

モツコク

その他

T O T A L

B A（㌦） B A（％）

1 0 ．2 2 5 3 ．3 5

6 ．3 1 3 2 ．9 6

0 ．6 3 3 ．2 7

0 ．5 4 2 ．8 4

0 ．2 4 1 ．2 5

0 ．2 0 1 ．0 7

0 ．1 8 0 ．9 6

0 ．1 8 0 ．9 3

0 ．1 0 0 ．5 5

0 ．0 9 0 ．4 9

0 ．4 5 2 ．3 5

1 9 ．1 5 1 0 0 ．0 0

本数

2 8

2 9

7 3

1 1

2 8

2 0

2 7

7

9

4

6 4

3 0 0

表－4．尾根 （20m X lOO m ）の直径階別本数

樹種／直径階（00 ） く5

ヒノキ

ツガ

サカキ

アカガシ

ハイノキ

シイ

アセビ

ウラジロガシ

ヤブツバ キ

モッ コ ク

その他

T O T A L

2 7

〈8 0 〈8 5 く9 0 〈9 5 〈 10 0 〈 1 0 5 く1 1 0 〈 1 1 5 T O T A L

4 05 6 4 4 3 1

1 4 3

1

6 5 9 6 1 1 7 8 3 3 0

l

1

1

1

4 9

1 1

4 7 6

3 8

3 9

3 8

1 16

8 8

5 0

6 7

8 4

6 1

9 9

7

2 2 5

2 14 8 8

表－5 ．斜面（40m X 50m ）の樹種別B A ，BA 比，本数

樹種 B A（㌦）

モミ

ツガ

サカキ

アラ カシ

ウラ ジロ ガシ

ヤブツバキ

アカガ シ

シイ

シキ ミ

ホソバ タプノキ

その他

B A （％）

2 ．6 1 2 3 ．7 4

2 ．1 1 1 9 ．1 4

1 ．7 9 1 6 ．2 5

1 ．0 8 9 ．8 3

0 ．6 4 5 ．7 8

0 ．5 0 4 ．5 8

0 ．4 2 3 ．8 3

0 ．3 4 3 ．0 7

0 ．2 6 2 ．3 8

0 ．1 9 1 ．6 8

1 ．0 7 9 ．7 1

本数

6

4

1 2 5

6

6

3 3

3

4

2 2

2 4

8 5

T O T A L ll．01100．00 3 1 8

く1 0 く1 5 く2 0 く2 5 く3 0 く3 5 〈4 0 〈4 5 く5 0 〈5 5 く6 0 く6 5 〈7 0 〈 7 5 く8 0 く8 5 く9 0 〈9 5 く1 0 0 T O T A L

4 2 2 4

2 1

2 1 6 7

1 1 5 2

1 8 8

1

1

7

1

2

1

1

l

1

3

…

9

「

■
‥

1

仙

r

一

3

1

5

一

l

■

一

■ふ

一

3

2

54

■
■

52

一

l

一

1

5

一

9

¶

2

1

4

1

山

3

：
一

2

柑

l

■

川

l

2

2

1 1 1 1 3 1 2 6 2 4

6 4 3 2 1 3 1

0

0

27

1 2 8

1 2 9

7 3

1 1

2 8

2 0

2 7

1

9

4

7 0

4 3 3 2 2 9 3 4 0 2 3 0 0



2 8 平成 6年度森林怠合研究所四国支所年報

表－6．斜面（40 m X 50m ）の直径階別本数

樹種／直径階（印） く5 〈10 〈15 〈20 く25

モミ

ツガ

サカキ

アラカ シ

ウラジ ロガ シ

ヤブツバキ

アカガ シ

シイ

シキ ミ

ホソバ タプノキ

その他

T O T A L

3 4 2 4 1 3 0

1

1 1

1 1 4 9

1

1 9 6

2 1 6 4

9 5 1 1 3

1 6 1 3 4 7 4

3

4

0

0

3

1

5

1 1

6 1

4 6 2 1

く3 0 く3 5 く4 0 〈4 5

1 1

1 1

1 1

3 4

〈5 0 く5 5 〈 6 0 く6 5 く7 0 〈 7 5 く8 0 〈8 5 〈9 0 く9 5 く1 0 0

1 1

1 1 1

3 4 3 1 0 0 2 1 0 1 2 0 1

く1 0 5 〈 1 1 0 〈 11 5 T O T A L

1 6

1 4

1 2 5

6

6

3 3

3

4

2 2

2 4

8 5

0 0 2 3 1 8

比9 ．3％），ヤブツバキ（同2．5 ％），シキ ミ（同2．0 ％），ホソバタプノキ （同1．3 ％），ハ イノキ （同1．29‘），

アセビ（同1．1％），ヒサカキ（同0．9％）などで，これらの種の直径分布は小径木が特に多い L 字型を示した。

地形の遠いに注目し，種組成，B A 比，直径分布を尾根の20 m X lOO m （面積0．2ha） と斜面の40m X 50m

（ 面積0．2ha）で比べた。尾根 （表－3 ， 4 ）にはモミが出現せず，ヒノキ，ツガの大径木が多く出現し，

2 種で BA の86％を占めていた。斜面（表一5，6 ）ではヒノキは出現せず，モ ミが最も優占した（BA 比23．7％）。

しかし，第 2 位の優占種のツガをあわせてもB A の42別 こしか過ぎず，サカキ，アラカシ，ウラジロガシ，

ヤブツバキの BA ，BA 比とも大きくなっていた。BA は尾根では19．15㌦／0．2ha （95．8nf／ha）に対し斜面で

は11．01nf／0．2ha （55．O mソha）と尾根でかなり大 きな値を示 した。アカガシ，ハイノキ，アセビなどは尾

根のほうが BA が大きくなっていた。また，ホソバタプノキは斜面にのみ出現した。尾根ではヒノキ，ツガ

の大径木が林冠層で優占して常緑広葉樹顛の混交率が低く，常緑広葉樹の中ではアカガシの占める割合が高

くなっていた。それに対し，斜面では林冠層でモ ミ，ツガが優占するが常緑広葉樹の混交率が高く，その中

ではアラカシ，ウラジロガシの占める割合が高かった。

今後，各樹種の種子散布，実生の生残，椎幼樹の調査を行い構成種の更新・生育特性を明らかにし森林の

動宕を解明 していく予定である。また地形と各樹種の出現パターンの関係の検討を行う。

引用文献

堤利夫編（1989）森林生態学．166pp，朝倉書店，東京．

山中二男（1978）高知県の植生と植物相，461pp，林野弘済会高知支部，高知・
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下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果

経営研究室 小谷英司・ 山田茂樹・松村直人

1 ． は じめ に

当試験地は，高知営林局須崎営林署（現，窪川営林署）15林班に小斑に，1961年に太平洋岸中部試験地と

して設定された。試験地の第一の目的は，異なる間伐方法での施業比較試験であり，第二の目的は，ヒノキ

人工林の成長量，収穫量およびその他の統計資料を収集するとともに林分構造の推移を解析することである。

寺崎式 B 種間伐区，営林署施業方式の間伐区，無間伐区の 3 つの試験区が設定されており，各試験区の位置

を図－1 に示す。

海抜高は約500m ，山の中腹から上にあり，地形はやや複雑で起伏に富む。地質は四万十帯に属する須崎

層で，B D 型の土壌が分布しており，土性は埴土である。寺崎式 B 種間伐区は，西向き斜面であり平均傾斜

3 0。でやや凹形の地形であり，A 層は厚さ約20cm で腐植および石礫に富む。営林署方式間伐区は，西向き斜

面であ り，平均傾斜は200で，起伏が少なく，凹形の地形であり， A 層は厚さ約15cmで腐植に富む。無間伐

区は，酎北西向き斜面であり，平均傾斜角300で凸形の地形であり，A 層は厚さ約 8 cm で腐植および石礫に

嵩む。

ヒノキは，モミ，ツガ，広葉樹の混交天然生林の伐採跡地に1958年に植栽され，1959年に一部補植した。

B 種間伐区で，1983年に，本数あたり20 ％，材積あたり9 ％の間伐を行い，1992年に，本数あたり24・4 ％，

材積あたり11．7 ％の間伐を行った。

2 ．調査結果

当研究室ではこれまで定期調査を 6 回実施 してお り，これまでの調査結果と今回測定した第 7 回調査結果

とを表一1 に示す。第 5 回調査までは仝立木の樹高を計測していたが，第 6 回調査の樹高を，営林署方式間

伐区では全立木について測定し，無間伐区では未計測であり， B 種間伐区では一部立木の樹高を測定し，樹

高曲線を算出して樹高を推定した。第 7回調査では，仝立木の胸高直径と一部立木の樹高を測定し，樹高が

末測定の立木については樹高曲線を算出して樹高を推定 した。

各試験区ともに順調に成育しているが，無間伐区と営林署方式間伐区は，相対幹距から判断して混んでお

り，営林署方式間伐区は間伐の必要があると考える。

この報告に関するこれまでの資料を下記に示す。

参考文献

佐竹和夫（1962）下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地の新設・ 林試四国支年報 1 ：2 ～3 ・

佐竹和夫（1967）

佐竹和夫（1972）

佐竹和夫・青田

佐竹和夫・青田

ヒノキ人コニ林の構造と成長．林試四国支年報 6 ：3 ～ 4 ．

ヒノキ人コニ林の構造と成長に関する研究．林試四国支年報 11 ：5 － 6 ．

実・都築和夫（1977）ヒノキ人工林の構造と成長・ 林試四国支年報 16 ：3 ・

実・都築和夫（1982）人工林の施業法の解明・ 林試四国支年報 21 ：2 － 3 ・

2 －（1） 中山同地域における林業経営技術の改善
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表－1 ．調査結果の概要
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林齢 立木本数 林分材積
試験 区 測定回 測定年

S I O lO

（ 0 ．2 0 0 h a）

寺崎式B 種間伐区

S I O O 9

（ 0 ．2 0 0 h a ）

営林署方式間伐区

S I O l l

（ 0 ．2 0 0 h a ）

無間伐区

1

2

3

．
4

5

1 9 6 1

1 9 6 6

1 9 7 1

1 9 7 6

1 9 8 2

1 9 8 3

1 9 8 9

1 9 9 2

7 1 9 9 4

1 1 9 6 1

2 1 9 6 6

3 1 9 7 1

4 1 9 7 6

5 1 9 8 2

6 1 9 8 9

7 1 9 9 4

1 1 9 6 1

2 1 9 6 6

（ y e a r s ）

4

9

1 4

1 9

2 5

間伐後

3 2

間伐後

3 7

4

9

1 4

1 9

2 5

3 2

＿3て＿＿

4

9

3 1 9 7 1 1 4

平均直径 平均樹高

（ ／h a） （㌦／ha） （伽） （m ）

連年成長量 相対幹距

（ ㌦／ha／y r） （％）

2 ，7 0 0

2 ，4 9 5

2 ，4 3 5

2 ，3 4 0

2 ，2 5 0

1 ，8 0 0

1 ，7 8 5

1 ，3 6 0

1 ，3 6 0

3 ，34 5

3 ，0 9 0

3 ，0 7 5

2 ，9 8 0

2 ，7 4 5

2 ，4 8 0

2 ，4 8 0

3 ，0 9 5

2 ，7 7 0

2 ，7 7 0

4 1 9 7 6 1 9 2 ，7 7 0

5 1 98 2 2 5 2 ，7 3 5

6 1 98 9 3 2 2 ，7 0 0

7 19 9 4 3 7 2 ，6 5 5

B 種間伐区

S I O l O

17

79

148

240

217

347

306

377

甲
捌
236
35。
4。2
些

5

37

96

164

3 6 7

S I 8 8 9

図－1 ．試験区の位置図

5

8

2

6

5

9

2

4

1

1

1 8 ．1

1 9 ．6

2 1 ．4

6 ．4

1 0 ．5

1 3 ．0

1 5 ．2

1 7 ．0

1 7 ．8

A

－

6

5

0

0

2

3

6

9

2

4

5

1

1

1

1 ．5

3 ．9

6 ．8

8 ．9

1 1 ，0

1 4 ．1

1 4 ．5

1 5 ．0

2 ．0

4 ．5

7 ．6

1 0 ．0

1 2 ．5

1 4 ．4

1 7 ．1

1 2 8 ．3

5 1 ．3

1 2 ．4 2 9 ．8

1 3 ．8 2 3 ．2

1 5 ．3 1 9 ．2

1 8 ．6 1 6 ．8

1 8 ．7

1 4 ．2 1 8 ．1

2

4

0

1

1

8

2

9

3

4

1

2

1

1

2

8 6 ．5

4 0 ．0

2 3 ．7

1 8 ．3

1 5 ．3

1 3 ．9

1 1 ．7

1 ．5 1 1 9 ．8

2 ．9 6 5 ．5

5 ．0 6 ．4 3 8 ．0

7 ．3 1 1 ．8 2 6 ．0

8 ．9 1 1 ．3 2 1 ．5

1 3 ．2 1 6 ．9 14 ．7

無間伐区

S I O l l

N ∠ ゝ、Ⅳ・仙 一叫叫
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直径成長予測へのニューラルネットワークの応用

経営研究室 松村直人・小谷英司

1 ． は じめ に

近年様々な分野において，ニューラルネットワークを利用した非線形モデルの適用可能性が検討されてい

る（今井，1990 ；馬場ら，1994）。これらのモデルを利用する際の最も大きなメリットは，複雑な現象に対

する柔軟な応答性 を期待できることである。小論では，ヒノキ人工林の直径成長過程に村して数種のニュー

ラルネットモデルを作成 し，現実林分の継続測定値への適合性 と予測性能について検討 した。

2 ．資料と方法

高知営林局宇和島営林署管内滑床リーヒノキ人工林収穫試験地の毎木の直径成長データを用いた。これまで

5 回の間伐が実施されている超優良林分である。林分調査は5 ～10年間隔で実施されており，平成 6 年現在

9 2年生である。第 1 回測定の29年生時のデータから，第 7 回測定の67年生暗までのデータを学習させ第 8 回

測定の77年生時の胸高直径を推定させるモデルを作成した。

ニューラルネットモデルの適合性をみるために 3種類のモデルを作成 し，最もあてはまりのよいものにつ

いて，さらに予測性能を検討 した。これらのモデルは単純な3 層と4層の階層型ネットワークからなり，学

習方法はバックプロパゲーション法を用いた。入力層，中間層，出力層の構成は，それぞれ 7 － 1 － 1 （モ

デル 1 ）， 7 － 3 一－2 － 1 （モデル 2 ）， 7 －2 － 1 － 1 （モデル3 ）の 3 モデルによって比較した。今回の

例では，入力層の部分で 7 回の測定値を，さらに出力層として77年生の 8 回目の測定値をそれぞれ学習デー

タとして与え，自乗誤差の変動が落ち着いた段階でモデルが収束したと判断した。各モデルの適合度の比較

には基本統計量と相関係数を指標として用いた。

また予測性能の判定については，最もあてはまりのよかったモデル3 に対し上述の学習データを200本に

絞って得られたモデルを使用 し，残りの290本について 8 回目の測定値を予測させて検討材料とした。

3 ．抵果と考察

基本耗計量については，平均値はどれもよく一致していたが，分散は現実値よりも小さくなっていた。こ

れはニューラルネットワークが構築される時に最小値，最大値を越えないようにニューロンの結合が作られ

るためと思われる。相関係数行列は表一1 に示すとおりであり，モデル 3，モデル 1，モデル 2の順で測定

値との相関が高かった。また，ニューラルネットモデル間での相関は非常に高かった。同じ4 層のモデルで

も簡単なモデル3 はあてはまりがよく，また 3 層 と4 層で も，モデル 2 よりは簡単な 3 層のモデル 1 が相関

係数は高い結果になった。

あてはまりの精度について，さらに詳 しく検討するために，最後の第 8 回測定値について誤差と誤差率を

卓デル 3 を用いて算出した。測定値をdT，モデル 3 による推定値をdE として，両者の差を誤差 err とした ：

e r r（伽 ） ＝ d E － d T

また誤差率 p は，

重点基礎 「ニューラルネットワーク理論による森林計画の設計予測問題の基礎的検討」
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表－1 ．相関係数行列

測定値 モデル 1 モデル 2 モデル 3

測定値 1

モデル 1 0．96 9 1

モデル 2 0．96 3 0．998 1

モデル 3 0 ．97 2 0．999 0 ．998

表－2 ．モデル 3 の予測性能

学習データへの適用例

学習データ以外への適用例

l

データ数 相関係数

2 0 0 0 ．9 6 5

2 9 0 0 ．9 2 8

5

0

5

0

5

0

5

2

2

1

1

一

（
苦
線
鵬
鮭

0

5

0

1

1

2

－

－

－

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

胸高直径（77年生，Cm）

図一1 ．モデル 3 の誤差率

p（％） ＝ （err／ dT ） × 100

として求めた。誤差をみると，直径の小さいものについては過大に，直径40cm をこえる大きなものは過小に

推定する傾向がみられた。また，誤差率についても同様であるが，大部分のものが±10％の範囲に分布して

いた （別－1 ）。

次に200本のデータだけを用いてモデル 3 に学習させ，同様な適合性と残 りの290本に対する予測性能を検

討した。同山林分内の事例データであるが，予測値に対する相関係数は表－2 のように0．928 という高い値を

示した。この例でも直径40c¶をこえる部分で過小推定になっていた。

以上の結果から，一林分の分析例ではあるが，人工林の成長過程のように単調な関数で成長国子が推移し

ていくようなパターンに対しては，ニューラルネットモデルが学習能力に優れ，適合度，予測性能において

有用な手段になるものと思われる。今回は直径データのみの事例であるが，他の林分成長因子や間伐などの

施薬方法との関連についてもニューラルネットモデルによる分析は有効であろう。また，中間層の数とユニッ

トの敷など，今匝‖ま筒易なものを採用したが，ニューラルネットモデルの構造についても今後試行錯誤が必

要であると思われる。

引用文献

今井兼範（1990）ニューラルネットワーク ーーコレクションー．122pp，共立出版，東京．

馬場則夫・小島史男・小澤誠一（1994）ニューラルネットの基礎 と応用．204pp，共立出版，東京．
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嶺北流域における林業生産の動向

経営研究室 ＿山田茂樹・松村直人

1 ． は じめ に

1 991年 （平成 3 年）の森林法等の改正以来，「森林の流域管理システム」の確立が大きな政策課題とされ

ている。高知県巌北流域は，流域の林業・木材関連産業に様々な取 り組みがみられ，「流域管理システム」

の先進地として注目されている。経営研究室では流域林業の活性化に関する研究を行っているが，本報告で

は，その一部として流域林業の動向を報告する。

2 ．調査地の概況と調査の方法

調査地である高知県嶺北流域 5 か町村（長岡郡大豊町，本山町，土佐郡土佐町，大川村，本川村）は，戟

後遺林木を主体 としてある程度の資源的成熟を達成 しているスギ材主体の民有林地帯である。流域の概況に

ついては詳しくは前報（山田・松村，1994）にゆずるが，流域の素材生産量は約16万㌦，流域内に 2原木市

場を有する。素材生産業音数は43，製材工場は12工場すべてが国産材工場で，原木消費量は約40 ，000nfであ

る。

調査は，流域内の営林署，林業事業体，林家，森林組合，素材生産業者，原木市場等で，面接による聞き

取り調査の形式で行っている。調査は現在も継続中のためサンプル数は十分とはいえないが，現時点までの

結果を報告する。

3 ．流域の林業生産活動の動向

（ 1）国有林

嶺北地域は大部分が本山営林署管内に乾 し，調査当時（1994年）は本川村のみが高知営林署管内であった

（ 高知営林局森林技術センター開所により1995年 3 月 1 日をもって本山署管内に移管）。地域の森林面積

8 7 ，055ha の うち国有林は23 ，223ha，27％を占め，人工林率は59％である。高知署の管内は高知市，土佐市

等の海岸部を含む 2市 5 町 5 か村であるが，国有林の大部分は本川村と池川町に存する。また，本山署の管

内は嶺北 5か町村の他に南国市，土佐山田町など合わせて 1市 5 町 3 か村である。

国有林の伐採量と新植・保育作業の推移をみたのが図一1 である。まず伐採量からみると，両署とも年々

縮小し，1993年度は83年度の60％を切る水準まで落ち込んでいる。94年度は，立木処分をql心に両署とも

9 ，00 Onf程度ずつ伐採量を増加させる計画であるが，今後継続 した伐採量の増加は見込めないと思われる。

このうち嶺北流域での生産分の占める比率は，88年度は65 ％，90年度に54 ％に落ち込んだものの翌91年度は

7 0 ％を越え，92年度には75％， 4 分の 3 を占めるに至っている。

両署の93年度の立木処分の販売先を表－1 に，製品生産の請け負わせ先と販売先を表－2 に示す。高知署の

立木処分の場合，皆伐と複層林造成のための伐採（以下複層伐と呼び，ここでは択伐を含む）は高知市内の

大手素材業者などが主な販売先であるが，間伐は本川村，池川町などの森林組合と県森連へほぼ100％近く

販売している。県森連分の作業実行は先の 2 つの森林組合が行っているので，高知署の間伐立木処分材はほ

2 －（1） 中山間地域における林業経営技術の改善
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別－1 ．高知，本山雨宮林署の伐採量と造林面積の推移

（ 注） 「高知営林署事業統計書」昭和58年一平成 5 年版および両営林署「管内のあらまし」平成 6 年度版に
より作成。

表－1．高知，本山営林署の1993年度立木販売先

販売量（㌦）

高知署 皆伐＋複層伐

間伐

合計

1 1 ，2 8 0

7 ，5 2 0

1 8 ，8 0 0

販売先（㌦）

高知市内等県内素材業者，一部本川村森組

本川村森組，池川町森組が主

本山署 皆伐＋複層伐 7，500 土佐町森組，嶺北製材業者 1 杜

間伐 5，300

合計 12，900

大豊町森組3，500，本山町森組1．500

（ 注）両署「管内のあらまし平成 6 年度」および聴 き取 りにより作成。

表－2 ．高知，本山営林署1993年度素材生産事業の内訳および販売先

高知著

本山著

高知署

本山署

（ 注）

素材生産両（㌦）

合計 18 ，000

直・直 8 ，00 0

直・請 10，000 高知市内大手素材業者 3社が主，一部本川森組

合計 9，200

直・直 3 ，400

直・箭 5，800

素材販売量（㌦）

合計 18 ，000

随契 9，900

入札 8 ，100

合計 9，980

随契 3 ，960

入札 5 ，820

両署

土佐町森組2，500，本山森組1，900，高知素材業者 1 社

販売 先

高知市内製材業者が主

県内製材業者が主 （最北以外）

主に戟北の原木市場に販売委託

県内製材業者が主 （蕪北以外）

「 管内のあらまし平成 6 年度」および聴き取 りにより作成。
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とんどこの 2森組が生産していることになる。とくに立木処分中に本川村森組の占めるシェアは大きく，単

独で33％，県森連分も加えると40別 こ達する。これに池川町森組も加えると，立木処分のほぼ半数を占める

ことになる。一方本山署をみると，立木販売12，900nfのうち，皆伐施業約2，000rげは高知署と同様に高知市

内の大手素材業者が購入しているが，複層林施業約5，000nfの購入先には土佐町森組650Iげ，嶺北地域の製材

業者 1杜600汀㌔がはいっている。また間伐5，000rげは，大豊町森組が約3，500nf，本山町森組が約1，500nf購入

し，嶺北流域の森林組合との結び付きがより強い。

次に表－2 より製品生産をみると，まず高知署は，18，000汀fのうち過半の10，000nf を請け負わせているが，

請け負わせ先は高知市内の大手素材業者 3 社でほぼ100 ％を占める。生産された素材のうち，約 1，000 ～

1 ，500汀～程度が高知市内の原木市を中心に委託販売され，残りが本川村， 日高村の土場で販売される。この

うち随意契約により販売された約10，000汀㌔の材は主に高知市内，吾北柑，池川村，佐川町などの製材業者に

販売され，嶺北地域の業者との結び付きはほとんどない。また一般競争入札は，70年生以上のものが多くヒ

ノキが約20％を占め，平均単価も60，000円／㌦と比較的高価格なため，買方は秦半利，窪川等の製材業者が

中心で，嶺北地域の業者は入っていない。一方本山署は，製品生産の60 ％強が請負わせであるが，こちらは

地元森林組合との結び付きが強く，販売先として本山町森組2，450nf，土佐町森組1，900n子などがみられる。

素材販売の随契分約4，000㌦については，地元工場は 1， 2 社が購入するのみで地場製材業との結び付 きは

弱い。しかし本山署は土場をもたないため，年間4，000～5 ，000rJ を流域内の原木市場に販売委託しており，

これについて当該市場では，匡I有林材は良質であるという評価が浸透しているため，集客力ばかりではなく

民有林材の価格形成の面でも効果があるとしている。この国有林委託材の買方は高知市内など嶺北以外の業

者が主体であるが，国有林の地場木材関連産業への貢献として評価できるであろう。この民間の原木市子場へ

の販売委託は，高知署にも若干見られるが高知市内が中心で量も少ない。

造林・保育活動の推移をみるために再び図一1 をみると，両署とも新植は模造いないしは漸減，保育は減

少傾向にあったが近年増加に転 じており，93年度の新植面積は132ha，保育面積は1．052ha となっている。

これらの実行にあたっては，管内の森林組合にかなり依存しており，たとえば両署の管内にほぼ圭なる高知

県中央，伊野林業事務所管内17森林組合の国有林からの93年魔の受託量は，新植141ha，保育1，193ha に達

している（国有林の委託年度と各組合の作業実行年度が異なる場合があるから，国有林の委託面積と各森組

の実行面積は必ずしも一致 しない）。また，これらが組合事業中に占める比率は新植で22％，保育で12％を

占めている。嶺北流域 5森組の場合は，新植141ha，保育1．193ha を受託 してお り，これが組合事業中に占

める比率はそれぞれ23％，30％とより国有林の事業への依存度が高くなっている。

（ 2）民有林

嶺北流域の民有林面積は63ぷ 2ha，流域の森林面積の73％を占め，人工林率も75％と国有林に比べてか

なり高い。所有面積3，00 Oha 以上のものを筆頭に，100ha 以上の所有規模をもつ林業事業体が 7事業体，同

様の規模をもつ林家も6 戸存在するが，その他は概 して小・零細で 5 ha 以下層が65ヲ‘を占める。民有林に

おける素材生産量の推移を図－2 に，造林面積の推移を図－3 に示す。素材生産量は近年減少傾向を示し始め

ているようであり，造林面積は減少傾向に歯止めがかかっているように思われる。

以下では，大規模林業事業体，大規模林家，小・零細規模林家の 3 つに大別して，それぞれに特徴的な事

項を挙げていきたい。

1 ） 大規模林業事業体
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図－3 ．民有林の造林の推移

（ 注） 高知県林業振興課資料より作成。

これらの事業体の多 くは本社を近鼓，東京圏にもち，峯北流域あるいはその近傍に現地事務所を構えてい

るものが多い。今別の調査対象とした2事業体は，い くつかある事業体のうち台北流域での所有面積が大き

く，いずれも明治後期から大正にかけて造林ないしは林地の集積を始めている。93年度の素材生産量は 2杜

で20 ，00 Onf強に達している。比較的高齢級の優良林分をもち，高知県内に3，822ha の社有林をもつN 産業の

場合， 4 齢級～ 6齢扱が最も多いものの14齢級以上の高齢級林分も面積比で13 ％存在する（同社の社有林は

約6，500ha，その主要な林分が高知県内に存する）。N 産業はこれまで70年生以上の皆伐生産が主であったが，

高齢級林分の減少，材価の低迷等の理由から，今後は曹伐施業を減らし抜き切りで対応 しようとしている。

同社の場合は造林，下刈 り，枝打ち，間伐等の作業は，主に自社直営で行っている。また，愛媛，高知両県

にわたり14，717ha の社有林を擁する S 林業も，70年生前後の督伐施業からより高伐期の非皆伐施業による

優良大径材生産に経営目標を切 り替え，主伐量は年々減少している（同社の社有林は全国で40 ，506ha）。ま

た，両社とも主伐生産はすべて，嶺北涜域ないしは近隣の素材生産業者 2 ， 3 者に請負に出している。
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2 ） 大規模林家

嶺北流域には100ha 以上の所有規模をもつ林家がいくつか存在するが，今回調査したのは約400ha の所有

山林をもつY 森林，約100ha の所有山林をもつN 家の 2 戸の林家である。Y 森林は大正末期からUl林経営を

始め，漸次法人所有化を進めている。400ba の所有山林のうち，224ha を経済施業林（スギ，ヒノキ）とし，

2 ha 以内の小面積皆伐施業を行っている。残る170ha 余 りは，65～70年生のヒノキ造林木を主体に天然生

モミ，ツガ，広葉樹が混交 しているが，これを防風施業林として皆伐施業は一切行わず，択伐や複層林施業

を行っている。現在の伐期齢は60年生前後で，年間の伐採量は約2，000㌦であるが，今後長伐期に移行し，

最終的には択伐，複層林化，針・広混交林化 していく方針を採っている。造林，保育作業は雇用労働力によ

り行っているが，伐出作業は森林組合，素材生産業者に依存する割合が高い。

N 家の場合，林地はほとんど人工林化 しているがその多くは戦後造林木で，現在間伐期にある林分が大半

である。したがって施業は間伐が主体となっている。生産される材は20年～40年生の初回，ないしは第 2 回

目の収入間伐で，年間約1，500nfを伐採 している。これを基本的に 3 名の自家労働力と 2名の雇用労働力に

より賄っているが，素材業者等に請け負わせることもあるという。今後も現在の体制で施業を行いたいとの

希望をもっているが，雇用労働力の確保に若干不安をもっており，雇用労働力が減少した場合は，生産の縮

小も考えざるを待ないという状況にある。

調査林家数が少なく，現時点では断定的なことはいえないが，各森林組合からの聞き取 りなどの内容 も考

慮すると，嶺北流域の大規模林家は主伐生産を森林組合や素材生産業者に依存する割合が高く，間伐生産や

造林，保育活動については，自家＋雇用労働力によって行う林家と森林組合等に請け負わせる林家とに分か

れているようである。

3 ） 小・零細規模林家

嶺北流域の小・零細規模林家の特徴として，自伐材の出荷が多いということが指摘されている。実際に蕪

北流域の小・零細規模林家め何割が自伐材の出荷生産を行っているかは正確には把握されていない。しかし，

「 1990年世界農林業センサス」によると，この地域の林産物販売林家のうち「素材で」販売した林家の割合

は，林家，農家林家ともに 5 ％で，県全体の 2 ％より高いのみならず，本山町，土佐町，大川村は10 ％前後

に達 しており，自伐材を出荷する林家の比率が高いことは充分考えられることである。したがって，本項で

は自伐生産をこの階層の特徴と捉え，これに的を絞って述べていきたい。

表－3 ．嶺北木材協同組合の出荷規模別出荷者数および出荷量（1991年度）

年間出荷規模

（ ㌦）

1 0汀？未満

1 0 ～ 5 0

5 0 ～ 1 0 0

1 0 0 － 3 0 0

3 0 0 ～ 1 ．0 0 0

1 ，00 0 nf以上

出荷者数

（ 人）

1 2 9 （3 4 ）

1 5 6 （4 1 ）

4 2 （1 1 ）

3 7 （1 0 ）

1 0 （ 3 ）

6（ 1 ）

合計 380 （100）

注；嶺北木材協同組合資料により作成。

出荷量 一人当たり

（ ㌦） 出荷量 I（㌦）

8 2 3 （ 2 ）

4 ，9 4 0 （ 1 2 ）

3 ，7 0 5 （ 9 ）

8 ，6 4 4 （ 2 1）

6 ，9 9 8 （ 1 7 ）

1 6 ，0 5 3 （ 3 9 ）

4 1 ，1 6 3 （1 0 0 ）

（ ）内は比率

6 ．4

3 1 ．7

阜8 ．2

2 3 3 ．6

6 9 9 ．8

2 ，6 7 5 ．5

（ ％） を示す。
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自伐材の出荷が多いといわれている嶺北木材協同組合の91年度の素材入荷分を，出荷者の出荷規模別にみ

たのが表－3 である。出荷者数の75％を占める50rげ未満層のほとんどが自伐林家であるといわれ，出荷者一

人当たりの出荷量は，年間20nf程度になる。また，これらの出荷者の 8割は土佐町の林家であるといわれて

いる。このような自伐林家の小口ツト出荷は，一部の森林組合にもみられ，本山I町森林組合の場合，販売委

託材の600～700nf，件数にしておよそ700～750件がこのような小口ツト出荷であった。これらのすべてが自

伐材とは限らないが，自伐材の出荷はかなりの件数に上ると推察される。

このように，自伐生産を行う林家が多い理由としては，①嶺北地域とくに土佐町や本山町の所有者にとっ

て近距粧に原木市場があるため，運賃が安 く素材価格20，000円／㌦前後という運賃負担力の小さい間伐材な

どでも出荷できること，②嶺北 2市場は自動選別樺を導入しているため，小口ツトの材でも大口ット化が比

較的容易であること，③間伐補助金の効果，などが考えられる。

4 ．む す び

以上の訴査結果より，現時点で明らかになったことをまとめると，以下のようになる。

①国有林は流域内の森林組合を中心に，素材生産・造林事業体に対する事業供給者としての地位を保って

いる。また，原木市場に対しては，「優良な国有林材」を取 り扱うことにより，集客力を強めるという効果

をもた ら してい る。

（ 参 民有林の大規模事業体には主伐抑制，長伐期化傾向がみられる。

（ 多 大規模層林家は主に主伐生産の面で流域内の森林組合や素材生産業者との結びつきが強いと思われる。

④小・零細規模林家の自伐材の出荷は，土佐町，本山町を中心に現在でもかなりみられる。

参考文献

山耶茂樹・松村直人（1994）高知県嶺北流域における「流域管理システム」の現状．森林捻研四国支年報

3 5 ： 3 6 ～ 3 7 ．
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嶺北流域の素材生産事業体の実態

経営研究室 山田茂樹・松村直人

1 ． は じめ に

高知県薪北流域 5 か町村 （長岡郡大豊町，本山町，土佐郡土佐町，大川村，本川村）は，「流域管理シス

テム」の先進地として知られており，比較的早くから素材生産事業体に再編の動きがみられ，森林組合労務

班の株式会社化や第 3 セクター方式による素材生産事業体の設立，民間の大規模素材生産事業体の設立など

がみられている。本稿では，このような嶺北流域の素材生産事業体の実態について報告する。

2 ．嶺北流域の素材生産事業体の類型

流域の森林面積の27 ％，素材生産量の約 3 割を占める（1992年度実績）国有林を除 くと，流域の素材生産

事業体は，5森林組合といわゆる素材生産業者ということになるが，嶺北地域の素材生産業者には大別して，

①大規模林業事業体の請け負い業者，②従来から存在する中・大規模専業業者，③小・零細規模業者，④第

3 セクター等の新興大規模素材生産業者の 4 類型に大別できる。

なお，調査は各事業体ともに，面接による聞き取り調査の形式で行った。

3 ．素材生産事業体の事業内容

（ 1）森林組合

森林組合による素材生産量（表－1）は，合計で28 ，000nf強，ほとんどの組合で国有林 （本山署および高

知署）の立木処分ないし製品生産の請け負いが入っている。大豊町森組の受託林産事業は町内に大面積のU」

林をもつ 4 林家（各100 ～600ha 程度）の比率が高く，土佐町森組 も受託林産販売3，700nfのうち，3，000rげ

強が20－100 ha の中・大規模林家14～15名からの委託である。本山町森組の受託林産販売の大部分は共有林

と支障木の伐採である。 しかし同組合は受託販売が4，461汀Pとかなりの量があ り，これが組合事業の特徴と

なっている。総じて嶺北地域の森林組合は，国有林野事業にある程度依存しており，また，事業量の比較的

大きい大豊，土佐町の組合を中心に大規模所有者の事業の占める割合が高いということが言える。素材の販

売先は，系統である県森連嶺北共販所（大豊町）がもっとも多く，ついで嶺北木材協同組合（本山町）が多

い。地域的に高知市との結び付きが強しヰ川村森組を除いて，すべて蕪北地域内への出荷である。

しかし各組合とも素材生産量自体は伸び悩んでおり，事業実行にあたり大豊町森組，大川村森組などのよ

うに第 3 セクターなどの大規模業者に請け負わせる場合も多い。また，作業班の平均年齢も高 く，今後若年

労働力を新規に雇用 し林産事業を拡大していくのは難しいと思われる。そのなかで雇用条件の整備や高性能

林業機械の導入などにより若年労働力を確保することを目的として1994年度より始まった，本川村森林組合

によるグリーンワーカー育成事業が注目される。

（ 2）素材生産業者

以下，表一2，表－3 を参照 しつつ素材生産業者についてみていきたい。

2 －（1） 中山岡地域における林業経営技術の改善
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表－3 ．労働力の現状

大豊町森組

土佐町森組

本山町森組

本川村森組

大川村森細＿

㈲Ⅰ産業

㈲0 林業

A 林業

B 林業

C

D

E 木材

F

G

H

I

J

K

L

㈱とされいほく

（ 和書野川流域林業

㈱大豊林業

（ 注 1 ）

素材生産量

（ ㌔）

8 ，7 3 1

5 ，7 8 4

5 ，5 6 2

3 ，2 2 6

4 ，6 4 1

9 ，∝氾

6 ，0 0 0

5 ，0 0 0

3 ，2 5 0

2 ，0 0 0

1 ，∝氾

9 0 0

6 0 0

6 0 0

2 7 8

2 5 0

1 4 0

8 0

6 0

8 ，6 9 5

7 ，2 0 0

4 ，7 5 0

自家労働力

人数 年齢

1 4 5 － 4 9

1

2

？
・

4

4 5 ～ 4 9

雇用労働力
備考

4 1

後継者の

常用 平均年齢 40歳未満 臨時 有無

2 1 5 2 ．9

1 8 5 3 ．2

1 9 4 2 ．7

2 8 5 7 ．3

9

1 0

5 0 － 6

3

？
・

－

0

0

5
～

？

3
・

4

4

2 6 0 － 3

2 6 0 ～ －

2 6 0 －

1 6 0 ～

2 6 0 －

1 6 0 － －

1 6 0 － －

1 2

1 0

1 5

聴き取 り調査により作成。

3

2

1 0

1

作業珪員計

作業班貞計

グリーンワーカー含む作業班員計

作業珪貞計

4 8 ．0 1 名以上 － 28歳 1 名 未定

4 2 ．0 2 20歳以下 2 名 未定

5 5 ．0

5 0 ．3

？

5 5 ．8

l

？

・

【

？

・

2

■

3 0歳 1 名採用

1

2

1

3 3 ．0 8 2

3 5 ．1 7

4 1 ．0 6

但し、3 業者の数値は高知県林務局資料による。

自家労 2 名の内 1 名妻

自家労 2 名の内 1 名妻

自家労 2 名の内 1 名妻

なし

あり

？

あり

未定

なし

なし

なし

なし

未定

未定

今年度新採 3 名

1 0名中に代表取締役含む

貨物事業従業者を含まない

1 ） 大規模林業事業体の請け負い業者

当流域には100ha を越える規模をもつ大規模な林業事業体がいくつか存在する。それらの専属ないしそれ

に近い素材生産業者 も4 － 5 業者存在し，それぞれ5，000 ～10，000㌦の生産量がある。そのひとつである0

林業は100 ％N 産業からの請け負いであるが，その事業主の減少に従い生産量は減少している。 Ⅰ産業はも

ともとS 林業の専属であったが，やはりS 林業の事業量の減少に合わせて国有林や他の民有林へ事業範囲を

拡大させていった業者である。しかし，大規模林業会社は主伐を抑制しており，これらの請け負い業者も国

有林や他の民有林事業へのより一一層の進出を計るなど，今後の事業展開を考えていく段階にある。

2 ） 既存の中・大規模専業業者

これら中・大規模業者は，薪北地域内の民有林材生産が基本であるが，一部の業者には国有林野事業の導

入もみられる。主伐の比率が高く生産材中のヒノキの割合も比較的高いなど，比較的高価格の素材の生産を

担当している。販売先は敷北地域外への出荷率が高く，とくにヒノキ等高価格材は高知市内の原木市に選択

的に出荷している。素材生産量を減少させているものが多いが，この階層は生産量2，000～3 ，000n子の業者で

も高性能林業横械導入の希望が強 く，A 林業やB 林業のようにすでにそれらを導入している業者もある（表

－2 ）。
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3 ） 小・零細規模業者

これに対して，小・零細規模業者は農業などの傍らに素材生産を営むものが多く，ほとんど自家労働力に

より作業を行っている。これらの業者は町内の30－40年生前彼の間伐を小口ツトで行っている（ 1 か所50～

1 00nf，最大でも200nf程度）。生産した素材はほとんどすべてが嶺北木材協同組合や県森連嶺北共販所への

出荷で，とくに薪北木材協同組合の比率が高い。これらの市場は流域内にあり，小径木の販売力には定評が

あるとされている。とくに嶺北木材協同組合には自伐林家による小口ツトの別材が多いが，小・零細業者の

年間就労日数は60 日～130 日と少なく，10～30ha の山林をもつものも多いこと，立木の売買ではなく間伐を

請け負うという形 もみられることなどを考えると，自伐林家とかなり似通ったものであると考えてよいであ

ろう。しかし，これら小・零細業者の多くが 3年から7， 8 年前迄は雇用労働力を使い生産を行っており生

産量も大きかったが現在は縮小していること，また，事業者の年齢が高く後継者の見通しの立っていないも

のが多いことなどから，今後の見通しには不安がある。

4 ） 第 3 セクター等の大規模素材生産業者

比較的最近設立された第 3 セクターなどの大規模業者には，森林組合労務班を会社化し1983年に設立され

た「㈱大豊林業」，91年 7 月に設立された第3 セクター「㈱ とされいほく」，91年10月に設立された民間会社

「（和書野川流域林業」の 3 つが存在する。「㈱ とされいほく」は，事業の中心は国有林や高知市内の素材生

産業着からの請け負いであり，「㈱大豊林業」は，元請けにあたる大豊町森組の事業量8，700nfのうち，

5 ，000～6 ，000。fが大豊町内に大面積の山林を所有する林家の伐採であることから，やはりこれらの林家の事

業の占める割合が高いものと思われる。また「（和書野川流域林業」の場合は，93年度実績では立木買いが多

くなっているが（50ha 前後の林家の事業が多い），当初は請け負いのみであり今後は請け負い事業を中心に

していきたいとの希望をもっている。この 3業者は事業量を着実に伸ばしており，「㈱ とされいほく」が92

年度6 ，444 ．げ，93年度8 ，695nf，94年度見通しが10，800 ㌦，「（和書野川流域林業」も初年度（91）半年間での2 ，000nf

から93年度7．200nf と大きな伸びを示 している。また，「㈱大豊林業」も，林産収入の推移をみると83年度の

3 ，500方円余から93年度の5，300 万円余 りへと1．5倍になっている。

この類型は高性能林業粍械の導入の面で先行しているほか，月給制の採用などの給与体系の整備や社会保

障関係の整備など，待遇の面でももっとも充実している。それらを反映してか鞋用者の平均年齢も非常に若

くなっている。これら3 業者は，高性能林業稜械の導入による魅力ある職場への転換，生産コストの低減，

生産能率の向上等により事業規模を拡大 し，作業強度の軽減と作業員の待遇の改善により若年労働力を確保

していることが特徴と言える。

4 ． む す び

以上を整理すると，①嶺北流域の森林組合は，国有林と比較的規模の大きい林家に事業の多 くを依存する

組合が多く，第 3 セクターなどの大規模素材生産事業体に生産を請け負わせる組合もみられる，②大規模林

業事業体の経営内容の変化の影響を受け，それらの請け負い業者も，国有林野事業の請け負いやー・般の民有

林事業などへの進出等，事業範囲の拡大などの対応を迫られている，③第 3 セクターなどの大規模素材生産

業者は順調に事業量を拡大させている，④従来からの素材生産業者の中にも大規模層にはそれらと同様の方

向性がある，⑤小径木の販売力に定評のある嶺北木材協同組合や県森連嶺北共販所などに依存して，自伐林

家やそれらの生産規模を多少大きくしたような業者が小口ソトの生産を行っているこなどが明らかになった。
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ヒノキ樹脂胴枯病菌とその病原性

保護研究室 別端雅進

1 ． は じめ に

ヒノキ樹脂胴枯病による被害が，四国地方ではネズミサシが天然に分布する花崗岩地帯のヒノキ若齢林に

おいて確認されている。本被害の病原菌は 5gi仙 ≠刑≠弛む抑塘であると報告されている（T abata，1991）が，

別匡他方の－・部ではその病原菌が不明である。そこで病原菌が明らかになっていない地域（愛媛県，香川県，

徳島県，高知県）において樹脂胴枯病を呈 していたヒノキ，ネズミサシ，イタリアサイプレスの病原菌を明

らかにするため，上記の地域から採取・分離された病原菌の形態を観察した。

ぶ・血 cα”仰の病原性に関する情報は，疫学的な視点や抵抗性育種の観点などから重要である。最近，ニュー

ジーランドやイタリアなどにおいて樹脂胴枯病菌の病原性に変異があることが認められている（Ch。u，

1 990）。 しかし，日本では本菌に関する病原性の情報が少ない。そこでヒノキ樹脂胴枯病菌の病原性を明ら

かにするため，ヒノキクローンに対する£肌i00 円蛇の接種試験を行った。

本論に入るにあたり，ヒノキ樹脂胴枯病菌の接種試験に必要なヒノキクローン苗を提供頂いた林木育種セ

ンター関西育種場四国事業場の各位に厚くお礼申し上げる。

2 ．材料と方法

（ 1）病原菌について

7 0％アルコール， 1 ％アンチホルミン，滅菌水を用いた組織分離法により樹脂胴枯病の症状を呈していた

ヒノキ（愛媛県，香川県，徳島県），ネズミサシ（香川県，徳島県），イタリアサイプレス（高知県）から病

原菌の分離を行い，その前の形態を光学顕微鏡で観察した。

（ 2）病原性について

接種木は 2 系統の 4 年生ヒノキクローンであった。接種は滅菌した虫ピンで幹（上下 2 筒所）に傷（径約

1 mm，深さ約 2 mm）をつけて胞子を埋め込み，接種部を数日間パラフイルムで覆う方法（以下，有傷胞子接

種），虫ピンで幹（上下 2 箇所）に傷をつけて菌糸を埋め込み，接種部を数日間パラフイルムで覆う方法（以

下，有傷菌糸接種），および幹（上下 2 箇所）上に胞子をつけ，接種部を数日間パラフイルムで覆う方法（以

下，見かけ上の無傷胞子接種）で行った。接種菌はクローン 1では有傷胞子接種に3 菌株，有傷菌糸接種に

4 南棟，クローン2 では有傷胞子接種と見かけ上の無傷胞子接種にそれぞれ 3 南棟を用いた。コントロール

は虫ピンで幹（上下 2 箇所）に傷をつけただけである。接種本数は有傷胞子接種に4 ～ 6本，有傷菌糸接種

に4 ～ 7本，見かけ上の無傷胞子接種に 4 － 6 本，コントロールに 4 ～ 6本をそれぞれ用いた。観察は 2週

間， 1 ケ月， 2 ケ月後に行い，樹脂流出と病斑形成の有無を調べた。また， 3 ケ月後に試料を採取して病斑

の長さを調査 し，その部分から接種菌の再分離を行った。

3 ．結果および考察

（ 1）病原菌について

2 －・（2） 中山間地域における森林生物の管理技術の高度化
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樹脂胴枯病の症状を呈していたヒノキ，ネズ ミサシ，イタリアサイプレスから病原菌の分社を行い，病原

菌の種を検討 した結果，四国地方 4 県の樹脂胴枯病菌は四国以外のものと同じSgiれdi加m 抑止αⅧ であった。

（ 2）病原性について

有傷胞子接種と有傷菌糸接種の場合，どの菌株 も樹脂流出は 2週間後に観察されたが，見かけ上の無傷胞

子接種とコントロールではそれが見られなかった。樹脂流出の程度は菌株間で差が認められなかった。

有傷胞子接種と有傷菌糸接種により形成された病斑長（平均±標準誤差）は図一1 に示した。有傷胞子接

桂の場合，病斑長の平均はSullが5．6mm，Su17が5．2mm，Su35が7．4m恥 Su23が4．6mm，Su25が3．2mm，Su26が

5 ．1mm，Su28が7．6mmであった。有傷菌糸接種の場合それはSullが7．2mm，Su17が5．2mm，Su35が5．8m であった。

ニュージーランドにおいて行われた接種試験では形成された病斑長が10mm以下の場合，その接種菌は病原

性がない可能性があると報告されている（C hou，1990）。しかし，今回接種 した樹脂胴枯病菌によって樹脂

流出と病斑の形成が見られ，接種 した菌が病斑部から再分離されたことから，今回使用 した S．仙仲山Ⅷ は

病原性があり，その病原性が弱いと考えられた。

見かけ上の無傷胞子接種では病斑が形成されず，傷をつけて接種した場合（有傷胞子接種 と有傷菌糸接種）

にだけ樹脂流出と病斑の形成が認められた。このことから，本病の発生に傷が関与していると考えられた。

今回接種試験に使用した菌株数が有傷胞子接種に3 菌株，有傷菌糸接種に4 南棟，見かけ上の無傷胞子接

種に 3 菌株 と少なかったことから，今後は菌株数を増やして接種試験を行い，病原性を調べる必要がある。
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誘引剤によるニホンキバチの誘殺

一数種の粘着耗による成虫捕獲数の比較r－一

保護研究室 井上大成・田端雅進・阿部恭久・宮田弘明＊

1 ．試験の目的

佐野（1989），山崎・峰尾 （1991），山崎ら（1992，1994）によって実施されてきた誘殺試験や分布様相の

モニタリング試験の結果から，ホ ドロン油剤がニホンキバチ成虫を誘引する効果が高いことはすでに十分実

証されてきたといえる。また，井上・山崎（1993）によって，誘引器の設置に適当な地上高 も示されている。

しかしこれらの試験の過程で，本剤を現実の防除に使用するためには，粘着紙の粘着九 取り扱いの簡便性，

耐久性などに問題が残ることが指摘された。これらの問題点の中で，誘引法によるニホンキバチ防除の早期

実現に向けてまず第一に解決しなければならないことは，より多くの成虫を捕獲できるように粘着耗の粘着

力を強化することであると考えられる。このため，今回は従来の粘着耗を改良した数種の粘着紙を試作 し，

それらの捕獲力を比較することを試験の目的とした。

本論に入るに先立ち，試験に必要な資材を提供いただいた井筒屋化学産業㈱，大同商事㈱および保土谷ア

グロス㈱，ならびに粘着耗を試作していただいた共同紙工㈱の各位に厚 くお礼を申し上げる。

2 ．試 験 地

（ 1）高知県大豊町立川下名（以下，大豊試験地）

植栽樹種はスギ（23年生）で，試験地斜面の方位は N 61W ，傾斜は．18度であった。植栽当初の植栽密度は

3 ，300本／ha で，間伐はこれまでに 2 回行われていた。間伐強度（本数間伐率）は第 1 回目，第 2 回目とも

に24％で， 2 回目の間伐は1993年 1 ～ 3 月に行われた。間伐木は林内に放置されていた0

（ 2）高知県土佐山田町河ノJ】＝以下，土佐山田試験地）

植栽樹種はスギ（22－23年生）で，試験地斜面の方位はN 43W ，傾斜は29度であった。植栽当初の植栽密

度は5，700本／ha で，間伐はこれまでに 2 回行われていた。間伐強度は第 1 回目が11％，第 2 回目が41％で，

2 回目の間伐は1993年の 5 － 6 月に行われた。本試験地では，間伐木の一部は林外に持ち出されていた0

3 ．就験方法

成虫の誘引には，従来どおりホ ドロン油剤を1，00 Occ 入 り広口びんに入れたものを使用した。この広口び

んをキバナ用誘引器に入れ，数種の筒型粘着耗（直径12c恥 長さ55cm）または，カミキリホイホイ（㈱アー

ス製） 7枚を同型になるように張り合わせたものをかぶせ，薪引装置とした。

各々の試験地で， 5 か所ずつの誘引装置設置場所 （以下，設置場所）を設けた。雨読験地とも各設置場所

間の距乾は約30 m とした。誘引器の設置に際しては，隣接した木の間にビニールロープを張り，これに誘引

器を吊り下げた。同一設置場所には 2 － 4 個の誘引器を取り付け，これらにかぶせる粘着紙の種類は毎回無

作為に選定 した。各々の誘引装置の間隔は約50cm とし，すべて約1・5m の高さに設置 した0

試験には以下の4 種類の粘着耗を用いた。

2 一－（2） 中山間地域における森林生物の管理技術の高度化 ＊：高知県林試
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1 ） カミキリホイホイを7 枚張 り合わせて筒状にしたもの。略称 rカミキリj。

2 ）共刷耗工㈱製の粘着紙に，粘着糊を手塗 りで平方メーートル当たり約200 9 以上塗布 したもの。略称 r手

塗りJ。

3 ）同上の粘着耗に同じ粘着糊を桟械で 4 回重ね塗 りし，約220 g ／ポの付着量にしたもの。略称 r機 4 回』。

4 ）同上の粘着紙に同じ粘着糊を機械で 1 回塗布し，約150 ～200 9 ／㌦の付着量にしたもの。略称 F200一

機J。

1 994年 6 月30 日に試験を開始し，それ以降原則として 2週間ごとに粘着紙を回収した。

4 ．試験結果

表－1 には各回収回ごとの，粘着紙別のニホンキバナの捕獲数を性別に示 した。また，表－2 にはニホンキ

バチの輔獲総数とニホンキバチ以外の昆虫の浦獲総数を，耗計検定の結果とともに示した。ここでは，クモ

類などの昆虫以外の節足動物も rニホンキバチ以外の昆虫J として扱ったが，ハエ類の幼虫は除いて計数し

た。試験期間中の合計で，大豊試験地では1，255匹，土佐山田試験地では117匹のニホンキバチが誘殺された。

各回ごとのニホンキバナの掃獲数について，U －検定またはK ruskal－W allis 検定を行った結果，両試喫地と

もすべての回で，粘着紙の種類によって有意差はなかった（表一2 ）。次に，ニホンキバチ以外の昆虫の捕獲

数およびニホンキバチを含むすべての昆虫の捕獲数について同様に検定した結果，両試験地ともいずれの場

合においても，粘着紙の種類によって有意差があった（表－2）。なお，両試験地とも粘着耗の種類を問わず

に，鳥類の羽毛やノネズミ類の体毛が付着していることが頻繁にあった。また，オオムラサキ，クロアゲハ，

アサギマダラ，タロコノマチョウ等の大型チョウ類が各粘着紙に付着していることもあった。

5 ．考 察

今回の試験では，特に大豊試験地で非常に多数のニホンキバナが描獲されたため，粘着紙の粘着力の強化

という目的は充分達成されたと考えられる。土佐山田試験地で大豊試験地よりもニホンキパテの輔獲数が少

なかったのは，間伐木の一部が林外へ持ち出されていたためであろう。統計検定の結果，ニホンキバチの捕

社数には粘着紙の種類によって差はなかったが，その他の昆虫の捕獲数には有意差があった。これはカミキ

リホイホイでは他の粘着紙と比較して，ニホンキバナ以外の昆虫が圧倒的に多く捕獲されたためであると考

えられる。今回の結果から，ニホンキバチの捕獲という目的のためにはどの粘着紙を使用してもよいことに

なるため，コニ鞋的に簡単な r200 一様j に近い粘着紙が実用化に向けてもっとも期待される粘着耗であるとい

える。しかしどのような防除法においても，標的となる昆虫以外の昆虫や鳥獣類（環境）に対する影響を，

最小限にとどめることが望ましいことはいうまでもない。特に，誘引された昆虫を粘着剤によって付着させ

て捕獲する方法では，誘引器周辺を飛翔する標的以外の昆虫を捕獲 してしまう可能性が他の防除法より高く

なることは容易に予想できる。ニホンキバチの捕獲数には差がないのに，その他の昆虫がカミキリホイホイ

で多 く捕獲された原因として，粘着力の差以外に，粘着耗の色彩または明度の違いが考えられる。今回試作

された粘着紙はすべて濃い茶色であったのに対 して，カミキリホイホイの粘着面は肌色に近い色である。こ

の色彩または明度の遠いが昆虫の捕獲総数に差をもたらした可能性があるため，今後はニホンキバチ以外の

昆虫の捕獲数をできる限 り少なくするような色彩を明らかにしていく必要がある。またノネズミや鳥類が粘

着紙に触れないように，誘引器の構造や設置方法を再検討する必要もある。さらに従来から指摘されている
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ように，粘着紙の耐久性を向上させて交換回数を減らし，作業の省力化を図ること，また強風による誘引剤の

漏れ出しと，誘引器内部への雨水侵入を防止できるように誘引器の形状自体を改造 していくことが望 ましい。

引用文献

井上大成・山崎三郎（1993）誘引剤によるニホンキバナの誘殺．一 誘引器の最適設置高の推定－・．森林総

研糾国支年報34 ：34～35．
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表－1 ．様々な粘着紙によるニホンキバチの捕獲数の比較

6 月30 日－7月 14 日 7 月14 日－7月 26 日

粘着耗 ♂

土佐山田

カミキ リ

手塗 り

機4 同

軍哩一琴
カミキ リ

手塗 り

横4 回

2 00 一株

0

0

♀不明合計 ♂

1 0 1 6 5

1 0 1 3 3

ー6 1

4 4

0 4

－3

1 5 0 8 0

1 3 0 4 6

2 9 0 9 0

7 月 26 日一 8 月 1 1 E‡8 月 1 1 日－8 月 2 5 日

♂♀ 不明合計 ♂ ♀ 不明合計

6 7 1 8 2

5 0 1 7 6

6 4 2 6 4

8 7 2 6 3 6 1 4 7 6

7 3 3 3 2 5 1 5 9

9 4 3 1 2 4 2

－2 3 3 0 6

0

0

〇

一

3

3

名

一

輔獲敷は5 か所の合計で示した。

2

ウ
ム

7

7

7

11

8

4

19

0

1

2

2 5 1

5 7 0

2 1 1 0

8 月 25 日－9 月 8 日

♂♀ 不明合計

9 月 8 日－ 9月 2 2 日

♂

4 7 3 6 7 9 0 2 7

4 7 2 8 0 7 5 5

5 7 4 0 3 0 4 7 4 4 9

♀不明合計

2 8 1 5 6

2 2 0 2 7

4 2 1 4 10 5

5 9 2 1 3 1 1 5 3 1 6 3 5 1 5 2

8 1 2 0 3

1 2 3 7 1 1 1

1 3 － － － －

－2 7 1 1 0

様々な粘着紙によるニホンキバチ（＝キバチ）とその他の昆虫（＝その他）の絵描獲致の比較

6 月 30 日一7 月14 日

地粘着紙 キバナ その他

主力 ミキリ 平均 0．2

s ．d ． （0 ．4 ）

平均 0．2

s ．d ． （0 ．4 ）

平均 －

S． d ． 一

平均 －

S ．d ． －

2 6 9

（ 4 7 ）

9 8

（ 4 1 ）

検定－ N S ＊＊

土佐山田 カミキ リ

手塗り

棍4 回

2 00一棟

検定a

平均 0．8 378

s ．d ． （0 ．8 ）（2 6 ）

平均 0．O

s ．d ． （0 ．0 ）

平均 －

S ． d ． 一

平均 －

S ．d ． －

ニホンキバチ，その他の昆虫，

9 5

（ 3 0 ）

N S ＊ ＊

7 月 14 日一7 月 2 6 日

合計 キバナ その他

2 6 9 1 6 ．0 2 6 4

（ 4 7 ）（1 8 ．9 ）（ 3 0 ）

9 8 9 ．2 9 2

（ 4 1 ）（1 0 ．0 ）（ 1 7 ）

1 8 ．0 7 8

（ 1 5 ．7 ）（ 1 2 ）

7 月 26 日－8月 11 日 8 月11 日－8 月25 日 8月 25 日－9月 8 日

合計 キバナ その他

2 8 0 1 7 ．4 2 6 3

（ 3 8 ）（ 1 1 ．3 ）（3 6 ）

1 0 1 1 4 ．6 4 3

（ 1 6 ）（ 1 9 ．3 ）（ 9 ）

9 6 1 8 ．8 3 2

（ 1 8 ）（ 14 ．0 ）（ 8 ）

＊＊ N S ＊ ＊ ＊ ＊

3 7 8 1 ．4 2 5 1 2 5 2

（ 2 6 ）

9 5

（ 3 0 ）

（ 1 ．5 ）（5 2 ） （5 2 ）

1 ．4 6 6 6 8

（ 2 ．1 ）（ 1 2 ） （ 1 2 ）

2 ．2 6 1 6 3

（ 1 ．9 ）（ 1 1 ） （ 1 3 ）

♯＊ N S ＊ 暮 ＊ ＊

こホ ンキバチ

日の期間）またはK ruskal－W allis 検定（その他の期間）

で有意差あり。

合計 キバチ至？但
2 8 0 1 5 ．2 2 3 8

（ 4 6 ）（ 1 0 ．1 ）（3 7 ）

5 8 1 1 ．8 5 0

（ 2 9 ）（ 8 ．1 ）（ 9 ）

5 1 1 1 ．4 4 2

（ 1 7 ）（ 8 ．0 ）（ 9 ）

－1 1 ．8 3 3

－（ 7 ．4 ）（1 2 ）

N S ＊ ＊ ＊ ＊ N S ＊ ＊

1 ．6 2 1 4 2 1 5 1 ．6 3 0 8

（ 2 ．1 ） （4 1 ）

0 ．8 4 9

（ 0 ．8 ） （1 3 ）

3 ．8 3 3

（ 2 ．9 ） （1 1 ）

（ 4 3 ）（ 1 ．3 ） （6 7 ）

5 0 2 ．4 8 1

（ 1 3 ） （3 ．8 ）（1 6 ）

3 7 2 ．6 4 8

（ 1 1 ） （2 ．3 ） （1 5 ）

N S ＊ ＊ ＊ ＊ N S

合計 キバナ その他 合計

2 5 4 1 8 ．0 2 1 1

（ 4 0 ）（1 2 ．9 ）（3 5 ）

6 2 1 5 ．0 3 3

（ 1 0 ）（ 8 ．5 ）（ 10 ）

5 3 1 4 ．8 3 6

（ 1 4 ）（1 4 ．3 ）（ 6 ）

4 5 1 0 ．6 3 0

（ 1 8 ）（ 4 ．4 ）（ 1 1 ）

＊＊ N S 書 書

3 1 0 0 ．6 2 3 5

（ 6 6 ）（ 0 ．5 ）（ 18 ）

8 3 2 ．2 3 6

（ 1 2 ）（ 2 ．2 ）（ 14 ）

5 0 － －

（ 1 5 ） －

－2 ．0

－（ 1 ．0 ）

＊＊ ＊ ＊ N S

9 月 8 日－9 月 22 日

キバナ その他 合計

2 2 9 1 1 ．2 1 9 4 2 0 5

（ 4 1 ）（ 6 ．9 ）（2 7 ） （2 9 ）

4 8 5 ．4 4 1 4 7

（ 1 5 ）（ 4 ．4 ）（1 5 ） （1 7 ）

5 1 2 1 ．0 4 2 6 3

（ 1 9）（2名．5 ）（1 4） （3 6 ）

4 0 10 ．4 3 8 4 9

（ 1 1 ）（ 5 ．6 ）（ 1 0 ） （1 2 ）

＊＊ N S ＊ ＊

2 3 5

（ 1 8 ）

3 8

（ 1 6 ）

4 1 4 3

（ 5 ） （ 4 ）

＊＊ ＊ ＊

れについて，各粘着耗間で．U －検定 （6月30 日－7月14

を行った。N S ；有意差なし，＊ ；5％水準で有意差あり，＊＊；1 ％水準
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平成 6 年度の病虫獣害発生状況について

保護研究室 阿部恭久・ 田端雅進・井上大成

1 ． は じめ に

保護研究室では，森林病虫獣書の発生予察・防除法を開発するために，経常研究として「病虫獣害発生情

報の収集と解析」を実施 し，四国地域の病虫獣害の発生情報を把握・整理して，被害の発生状況および動向

の解析を行っている。この課題の中で，平成 6年度における四国地域の森林の病虫獣書発生状況についてと

りまとめを行った。病虫獣による樹木や林産物などの被害のとりまとめにあたっては，香川，愛媛，徳島，

高知各県の林業試験研究検閲から出された病虫獣害被害報告，高知営林局各営林署等から森林総合研究所四

国支所長あてに送付された「林木・苗畑の異状速報」，個人・団体などからの被害診断や病虫類の同定依頼

により保護研究室が行った病虫獣書調査の結果を使用した。被害情報の提供および調査に協力していただい

た関係機関各位に対して，心からお礼を申し上げる。

2 ．病虫獣書発生状況

平成 6 年（1994年 1 月から1994年12月まで）に，四国地域において発生 した主な病虫獣書は，表－1 の通

りである。

病害では，6 月に土佐山田町のヤマモモ苗畑において，苗木の枝や幹が萎凋して枯死する被害が発生 した。

萎凋したヤマモモの枝や枚部などから病原菌の分鞋培養を試みたが，病原菌と思われる特定の菌類は分乾さ

れなかった。被害は自然に終息したが，萎凋の原田は未解明のまま残された。本被害は菌類以外の病原体に

よって起こされた可能性がある。

虫害では，今年度は夏季の異常渇水と高温のため，高知県内を除く四国 3 県の民有林と国有林において，

松くい虫被害が昨年度に比べ大幅に増加したことが特徴である。高知県内では山地のマツ林はすでに多くが

失われているため，これらの地域では新たな被害の発生はあまり多くなかったが，海岸のマツ林には枯損の

発生が目立った。また，ニホンキバチによるスギ，ヒノキ材の変色被害が四国地域の多くの森林で発生して

いることが，高知県と香川県の調査により明らかになってきた。クスアナアキゾウムシによるシキミの被害

も恒常的に発生している。

鳥獣書では，シカ，カモシカによる造林木の食害が前年度に比べて大幅に増加 したことが特徴である。シ

カ，カモシカによる苗木の食害を回避するためには，苗木の披いや防護柵が有効であることが明らかにされ

ているが，コス ト的に導入が鞋しいため，経費のかからない被害軽減法の開発が望まれている。そのために

は，シカ，カモシカの行動様式や繁殖実態などの生態の解明が必要である。

また，病虫獣書の範疇からははずれるが，夏季の異常渇水と高温のため，瀬戸内地域などで樹木の立ち枯

れが多く発生した。掛 ニ，徳島県内の吉野川沿岸地域では，スギ，ヒノキのほかシイなどの広葉樹の立ち枯

れ被害が目立った。

2 －（2） 中山」同地域における森林生物の管理技術の高度化
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表－1 ．平成 6年の四国地域病虫獣害発生状況

病虫獣書名 徳島 香川

〈 病害〉

褐色菓枯病（スギ）

黒点枝枯病（スギ）

ごま色斑点病 （カナメモチ）

樹脂胴枯病（ヒノキ）

すす病 （クヌギ）

酋立枯病（スギ，ヒノキ）

ならたけ病（ヒノキ，シキミ）

輪紋棄枯病（サカキ）

漏脂病（ヒノキ）

ウイルス病（シキミ）

ヒノキバヤ ドリギの寄生 （サカキ）

萎凋病 ？（ヤマモモ）

〈 虫害〉

クスアナアキゾウムシ（シキ ミ）

コウモ リガ（スギ， ヒノキ）

スギカミキリ（スギ， ヒノキ）

スギノハダニ （スギ）

スギマルカイガラムシ（スギ）

トウアマツカサアブラムシ（ゴヨウマツ庭木）

トドマ ツ ノハ ダニ （マ ツ）

ニホンキバチ （スギ・ ヒノキ）

根切 り虫（スギ，ヒノキ，サクラ）

ハスオビエ ダシヤク （シキ ミ）

ハダニ類（ヒノキ）

ヒノキカワモグ リガ （スギ， ヒノキ）

マツヅアカシンクイムシ（タロマツ）

松くい虫（タロマツ，アカマツ）

〈 鳥獣害〉

イノシシ（スギ， ヒノキ， タケノコ）

カモシカ（スギ，ヒノキ，ケヤキ，ブナ）

キツツキ（スギ，ヒノも 相木）

サル （アカマ ツ， シキ ミ，タケノコ）

シカ （スギ， ヒノキ，ケヤキ，ブナ）

ノウサギ（スギ，

ノネズ ミ（スギ，

ムササビ（スギ，

リス （ヒ ノキ）

ヒノキ，ケヤキ，ブナ）

ヒノ キ）

ヒノキ，広葉樹）

単位はha． ＋ ：単木あるいは小面積．

3 4 ．4

1 ．0

4 5 ．5

0 ．1

0 ．0 4 7

2 4 7 ．4 1

1 ．8

＋

0 ．4 6 6

3 0 0

0 ．3

1 3 ．3 3 7 n f

2 ．1 4

2 7 0 ．7 5

9

4

＋

2・5

9・0

6・4

＋

7

2

3

1

＋

0・5

9・0

1

5

＋

M
 
M

l

3 6 ，5 0 8 n子

7

0

5

8

0

3

4

1

．

1

愛媛

0 ．0 1

0 ．0 3

1 ．0

6

＋

2・
3

6・
2

21

901

1 0 ．0 0 0 汀～

2 6 ．0 3

4 ．0

1 ．0

1 1 ．2 1

2 2 ．4

1 0 ．8 2

0 ．2

高知

1 ．0

0 ．5

0 ．1

0 ．1

0 ．1

＋

＋

十

＋

＋

0・5

3 ，2 0 0 汀～

1 ．0

営林局

10

4 9

3

m

0035

3 5 ．0

2 0 ．0

2 6 3 ．0



5 0 平成 6 年度森林鑑合研究所四国支所年報

四国支所構内で観測された降雨の酸性度について

林地保全研究室 森貞和仁・吉田桂子＊・平井敬三＊＊・三浦 覚・山田 毅

1 ． は じめに

森林総合研究所では酸性雨の現状と森林への影響を予測するため，平成 2年度から全国に観測ステーショ

ンを設けて観測体制を整備 している。ここでは四国支所における取 り組みのうち，平成 3年度から 6年度ま

での降雨の酸性度に関する観測結果について報告する。

2 ．調査地と方法

調査地の▲概要と降雨の採取法およびpH ，EC の測定法については，既報（平井ほか，1991 ；吉田ほか，1992，

1 995）を参照されたい。

3 ．結果と考察

降雨量と pH ，EC の関係を図－1， 2 に示した。測定結果 を年度ごとにまとめて表－1 に示した。また，図

一1，2 から明らかなように，1 回の降雨量が少ない場合は pH が低 く，EC が高いので， 1回の降雨量が 5 mm

未満の測定結果に関する集計結果も表－1 に示 した。

（ 1）pH ，E C の経年変化

p H についてみると， 3 年度は年間を通して変動が小さく，大部分の降雨が4 ．0から4 ．4の範囲にあったが，

4 年度以降は年間を通 して変動が大きくなる傾向にあった。そ して， 6 年度には pt13 以下の強酸性の降雨

も書己録された。しかしながら，年平均値では，この 4 年間に変化したとは考えにくい。

E C では，pH と対応して， 3年度は低い億で比較的安定 していたが， 4 年度以降徐々に変動が大きくなり

特に 6 年度には前 3年間には観測されなかった400 ／‘S／伽以上の高い値が 3 回測定された。

尉－1， 2 から明らかなように， 1回の降雨量が少ないと，pH が低く，E C が高い傾向にある。 6 年度の

測定結果がそれ以前の 3 年間にくらべて pH が低 く，E C が高かったのは 6 年度が記録的な少雨で，降雨回

数が少ない上に 1 回の降雨量が少ないことが多かったためと考えられる。

（ 2）高知県内各地との比較

高知県公害防止センターーが県内各地で行っている酸性雨調査の結果 （表－2）によると，これまで県内で

観測されている降耐 pti は 4 台の後半である。支所構内における同時期の測定結果を比較 しても支所の測定

結果のほうが低 くなっている。この原因は降雨の採取方法の遠い（支所では 1 降雨ごとに対 し，公害防止セ

ンターは 1週間ごとの採取）によるとも考えられるが，検討を要する。

（ 3） まとめにかえて

4 年間にわたる観測の結果，四国支所に降っている降雨の較性度の現状は明らかになってきた。酸性雨に

よる森林への影響を予測するという観点からは，今後も較測体制を維持 し，注意深 く見守る必要がある。

特定研究 「酸性雨等モニタリングセンターステーション構築」 ＊ ：前 林地保全研究室 ＊＊ ：現 国際農林水産業研究センター
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表－1 ．四国支所における酸性雨モニタリング結果

測定年度

3 年度 全体

5 mm未満

4 年度 全体

5 町n未満

5 年度 全体

5 巾m未満

6 年度 全体

5 1

●

●

l ●● ●

0 5 0 1 0 0 1 5 0 2 0 0 2 5 0 3 0 0

降雨量（m m ）

図－2 ．降雨量とE C の関係

年降雨量（m ） pH 平均（最高／最低） EC 平均（最高／最低）

2 4 2 9

2 3 0 7

3 4 0 8

4 ．3 5 （5 ．0 1 ／3 ．6 3 ） 2 3 ．1

3 ．8 9 7 2 ．8

4 ．3 1 （5 ．7 8 ／3 ．3 4 ） 3 4 ．5

3 ．7 1 1 2 0 ．0

4 ．認 （5．2 1／3．25） 3 1．6

3 ．6 0 14 5 ．2

1 5 6 3 4 ．2 1 （4 ．6 4 ／2 ．9 0 ）

5 町n未満 3 ．51

表－2 ．高知県各地における降雨 pH の測定結果

測定年度 香北町 越知町

昭和59 4．6 4 ．6

6 1 4 ．5 4 ．6

6 2 4 ．8 4 ．9

6 3 4 ．7

平成元 4．6

2 4 ．9

3 4 ．6 1

4 4 ．7 1

高知市

4 ．6

3 7 ．8

1 9 2 ．9

小津町 桟橋通 鳴 部

5 ．1

5 ．1

4 ．8

4 ．9

4 ．6 8

4 ．7 7

（1 4 5 ／ 7 ．2 ）

（ 3 3 0 ／ 3 ．0 ）

（ 3 5 8 ／ 9 ．5 ）

（ 5 8 0 ／1 2 ．8 ）

出典

川村ほか（1984）

門田ほか（19 87）

ク

樋亡‖まか（1988）

岡林ほか（1989）

岡林ほか（1990）

岡林ほか（1991）

岡林ほか（1992）
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絵研四国情報 12 ：3－4．

生沢 均・字匡り1I弘勝・森貞和仁 （1994 ．9）南明治山におけるフェイチシヤの分布特性について．日
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変化．森林絵研削国支年報 35 ：21～23．

森貞和仁・吉田桂子・三浦 覚・平井敬三（1994．9）愛媛県久万町にある複層林の土壌調査記録．森

林絵研削国支年報 35 ：24”25．

三浦 覚（1995．2）水の急性病，慢性病．四国林政連会報 19 ：11．

森貞和仁・平井敬三 （1995 ．3）市ノ又国有林流域の渓流水質．日林関西支論 4 ：55－58．

吉田桂子・平井敬三・三浦 覚・森貞和仁 （1995，3）高知市における過去 3 か年の酸性雨モニタリン

グ結果．8 林関西支給 4 ：43～46．

三浦 巣 （1995 ．3）凶匡1地方における林地の土壌侵食に関わる降雨特性について －－アメダスデータ

による解析．日林関西支論 4 ：59－62．

保菱研究室
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山崎三郎・井上大成・田端推進（1994．9）平成 5 年の病虫獣害発生状況について．森林稔研四国支年

報35 ：32”33．

江崎功二二郎・山崎三郎（1994．9）スギ林地におけるヒゲコメッキの幼虫の天敵としての役割．甲虫

ニュ ー ス 107 ：6．

田端雅進（1995．1）ネズミサシにご用心 －－ヒノキ樹脂胴枯病－∴ 森林絵研四国情報 13 ：2～3．

井上大成・田端推進・阿部恭久（1995 ．1）ニホンキバナの誘殺試験 － ホドロンと粘着シート別によ

る捕獲数の比較－－．平成 6 年度病害虫等防除薬剤試験成績報告集 2 ：1～8，林業薬剤協会．

江崎功二郎・山嶋三郎 （1995．1）高知県におけるヒゲナガモモプ トカミキリ A cα托伽 dお耶 gγl5g耶

（ FA8RICIUS）（Coleoptera ：Ceram bycidae）の羽化脱出消長と触角長・ 日林学会誌 77 ：86～88．
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遠田暢男・山崎三郎（1995．3）中国ポプラ植栽林「緑の万里の長城」のゴマダラカミキリ被害．林業

と薬剤 131 ：13～21．

軽骨研究室

松村直人（1994．4）林分成長の地域間比較 一 四国地方国有林スギ・ ヒノキ林分の事例－・ 第105匝す

日林講要 ：297．

松村直人 （1994 ．6） ドイツ統一余話 一新営林署長の誕生とある林学教授の退官・ 森林科学 11 ：73

－7 5 ．

山田茂樹・牧村直人（1994 ．7）第 3 セクター素材生産事業体の動向．森林総研四国情報 12 ：5・

松村直人（1994．7）青野ノー＝三好）流域・（最北流域）（資源成熟途上型）．林野庁監修21世紀に向け

た日本林業の新たな展開 一 森林の流域管理システムの確立を目指して【 ．74－82，全国森林組

合連合会．

松村直人・小谷英司（1994 ．9）スギ択伐天然更新試験地の成長経過．森林総研四国支年報 35 ：38～41・

小谷英司・松村直人（1994 ．9）滑床山スギ・ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果・ 森林総研四国支年

報35 ：30～31．

山田茂樹・松村直人（1994．9）徳島県吉野川（三好）流域における「流域管理システム」の現状・ 森

林総研四国支年報 35 ：34 －35．

山田茂樹・玖村直人（1994．9）高知県嶺北流域における「流域管理システム」の現状・ 森林総研四国

支年報 35 ：36～37．

角張義孝・松島 昇・松村直人（1995．2） ドイツの林業事情・ 森林科学 13 ：21”27・

松村直人・小谷英司・山田茂樹 （1995．3）多目的資源管理のための G IS 利用法の検討・ 日林関西支

論4 ：17～20．

山田茂樹 （1995．3）嶺北地域の素材の生産構造．林業経済研究 127 ：95－100 ・

前年度の追加業績

高田長武・明石孝埠・佐藤朋子（1994．1）中国福建省林業技術開発計画巡回指導調査報告・ 国際協力

事業団中匡儒建省林業技術開発計画巡回指導調査団報告書．ト 別，国際協力事業臥

森貞和仁（1994．3）森の土いろいろ －」軒幹周囲の土壌特性－・ 高知局平成 5年度業務研究発表集 ：

1 5 9 － 1 6 7 ．

松村直人（1994 ．3）定点観測網による多目的資源管理 － データベースの作成と森林簿の補完システ

ムー．平成 5 年度次期森林資源調査システム開発調査報告書．71－81，林野庁・
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四国支所研究発表会の記銘

日時 ：平成 6 年 5 月11日

場所 ：高知市本町5 丁 目6 －11 高知グリーン会館

「 特別講演」 森 徳典（生物棍能開発部長） ：森林バイオテクノロジーの最近の動向

1 ．井上大成 ：シキミ栽培地におけるクスアナアキゾウムシの生活史

2 ．酒井 武 ：源流域森林でのリター，土砂の渓流への流入量

3 ．田端雅進 ：ヒノキ樹脂胴枯病の生態

4 ．川崎達郎 ：ヒノキ人コニ林の胸高直径成長量の季節変化

5 ．森貞和仁 ：伝統的焼畑耕作跡地に成立した 2次林の土壌 － インドネシア共和国東カリマンタン州ムン

チマイ村の事例小

6 ．別淵隆一一：マングローブ林の構造 － ボナペ島の調査例を中心に－

7 ．三浦 覚・平井敬三 ：山腹緑化工地における植生回復と立地環境 一 魚梁瀬地域の事例から－

8 ．阿部恭久 ：シイタケ栽培上の書菌タロコブタケについて 一生理・生態的性質の検討－

9 ．松村直人 ：林分成長の地域間比較 －1計画区別の収穫予測システムをめざして－
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受託 研 究 調 査

主催 行 事

行 事

国際 関係

開催年月日 開催 場 所

四国地区林業技術開発会議

四国支所研究発表会
林業研究開発推進別匡け ロック会議
研究間逝ⅩⅢ研究検討会
研究問題ⅩⅢ研究推進会読

海外派遣

氏 旦r」＿＿阜＿琴
山崎 三郎

森貞 和仁

阿部 恭久

松村 直人

招へい研究員

丁氏名

B r a n isla v

S lo b o d a
」

研修生受け入れ

氏名

中国

チリ

中国

カナダ

用務

寧夏森林保護研究計画

チリ半乾燥地治山緑化計画

中国書南省及び福建省武夷

山地の隠花植物相・菌類相
に関する研究

資源工学，94意志決定支援
一2001会議

期6 ． 4 ．

6 ． 6 ．

6 ． 5 ． 1 0

5

10

2

2

6

6

7

7

間

1 0 ” （ 8 ． 4 ． 9 ）

6 － 6 ． 6 ． 2 9

6． 6 ． 3 0 ～ 6 ． 8 ． 1

6． 9 ． 1 0 ～ 6 ． 9 ． 2 4

匡l名・所属 l 課 題 名

ご芸者追詰蒜ゲl言蒜孟芸孟差益蒜孟理論によ

L 国名・所属

金弦中t誤研究院

1
研修 項 目

と

1 1

25

3

21

高知グリーン会館

高知グリーン会館

高知グリーン会館
四国支所

四国支所

備考

J IC A 長期専門家

J IC A 短期専門家

文部省科研費海外学術

研究

国際研究集会

期間

6 ． 1 0 ． 2 9

～6 ． 1 1 ． 1 1

期間

6 ． 9 ． 2 7

～6 ． 9 ． 2 9

受入研究室

経営研究室

受入研究室

保護研究室

担　 当　 者
用　　　　 務 委　 託　 先 用務先 実施期間

所　 革 氏　　 名

沖美地区地域生活基盤整備絵合 （社）広島県森林協会 広島県 6． 8． 9 支所長 陶U l 正憲

治山事業現地調査指導 －6． 8． 10

三好流域林業活性化 システム確 （財）林業科学技術振 徳島県 7． 1． 17 経営研 松村 ‘直人

立事業現地調査 輿所 池田町 ～7． 1． 19 U l田　 茂樹

平 6 年度農林水産業研究開発交 ・愛媛県　 － 7∴ 2． 2－7 保護研 阿部　 恭久
洗車業 「愛媛県単独事業」詫師 久万町 －7． 2． 28
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非常 勤 研 究 員

氏 名

岡信一

真言 靖治

鎌田 唐人

小椋 純一

吉田 実

23456…

1。11叢

山

一

■

」

一

一一
一一

一

工」

森業家

所

玉川大学

農学部教授

徳島県立博物館

学芸員

京都精華大学
人文学部助教授

属

林業科学技術振興所
主任研究員

平均

6 ．0

6 ．9

9 ．0

1 6 ．2

1 9 ．9

2 3 ．0

2 8 ．4

2 7 ．7

2 4 ．9

1 9 ．7

1 4 ．6

9 ．5

1 7 ．2

1 6 ．7

課患

経営者サイドからみたスギ，ヒ

ノキ複層林施業の得失と今後の

課老

キバチ類に寄生する線虫の識別

及び分類・繁殖法に関する研究

指導

四国地方における焼畑が森林再

生に及ぼした影響

人為による森林環境形成に関す

る研究方法論

種子標本の散布様式の解説

期間

6 ． 8 ． 3 － 6 ． 8 ． 5

6 ． 8 ． 2 6 ～ 6 ． 8 ． 3 1

7． 2 ． 2 7 ～ 7 ． 3 ． 1

7 ． 2 ． 2 7 － 7 ． 3 ． 2

7 ． 3 ． 2 0 － 7 ． 3 ． 3 0

気象 観 測 値
（ 1994年 1 －12月）

気温

観測地点

降水量

（ m m ）

4 1 ．0

1 6 0 ．5

1 5 0 ．0

2 9 9 ．5

1 7 7 ．5

1 8 2 ．0

2 4 3 ．5

9 3 ．0

1 6 9 ．5

1 1 9 ．0

1 8 2 ．5

8 6 ．5

1 9 0 4 ．5

2 5 9 1 ．6

森林総合研究所四国支所

北緯 33032′09〝

東経 133028′54〝
海抜高 50 m

平 均 平 均

最 高

1 2 ．2

最 低

1 ．4

1 2 ．7 2 ．0

1 4 ．8 3 ．7

2 2 ．0 1 1 ．4

2 5 ．4 1 4 ．8

2 7 ．8 1 8 ．9

3 3 ．3 2 4 ．3

3 2 ．7 2 3 ．6

3 0 ．9 2 0 ．4

2 5 ．6 1 5 ．3

2 0 ．0 1 0 ．4

1 5 ．2 4 ．8

2 2 ．7
‾叫 議 了6 ］

2 1 ．5 1 2 ．1

（℃） 湿 度

極　　　　　 値 （％）

最 高 （起 日）

17 ．4 （1 1）

最低 （起 日）

－3 ．5 （2 4） 68 ．1

17 ．7 （19 ） －2 ．5 （4） 62 ．7

21 ．4 （9 ） － 1 ．0 （15） 65 ．2

27 ．1 （26 ） 5 ．5 （14） 75 ．4

29 ．4 （16） 9 ．4 （7） 75 ．7

35 ．8 （27） 14 ．8 （2） 83 ．8

36 ．0 （15 ） 22 ．0 （2 5） 84 ．4

35 ．8 （8） 2 1 ．0 （22） 86 ．4

35 ．4 （2 ） 15 ．2 （芦6） 77 ．5

29 ．4 （13 ） 10 ．2 （22） 76 ．5

26 ．5 （13 ） 4 ．0 （27） 80 ．3

21 ．5 （2 ） －0 二9 （19） 72 ．4

36 ．0

（，94 ．7 ．15）

－ 3 ．5 75 ．7

（，8 6 ．1．6）

74 ．836 ．0 － 5 ．2
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固定 試験

中ノ川山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析

二段林造成試験地

奥足Jl一山ヒノキ人工

西ノ川山ヒノキ人工

松山スギ非皆仕入工

下ル川山スギ人工林

十人J＝山スギ人工林

スギ，ヒノキニ段林下木の形質の解明

本山

民有林

9 5．は・98．は

久万町不二峰

試　　　 験　　　 地　　　 名 研　　　 究　　　 項　　　 目 営林署

魚梁瀬

林 小 姓

千本山天然更新試験地
＿人工林の構造解析

65．は

魚梁瀬 54 ．は小屋故山天然更新試験地 人工林の構造解析

宇和島滑床山ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 72 ．る

滑床山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 宇和島 61．る

一 ノ谷山スギ人工林収穫試験地

西又東又山スギ人工林収穫試験地

人工林の構造解析

人工林の構造解析

魚梁瀬 100 ．ろ

魚梁瀬

窪 川

高 松

128．ほ1・ほ2

15 ．に下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地 人コニ林の構造解析

浅木原スギ人コニ林収穫試験地 人コニ林の構造解析 55 ．ほ

浅木原 ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 高　 松 55 ．ほ

本　 山 96 ，は黒森山連続施肥試験地 複層林施業による地表保護効果の解明

林収穫試験地 人工林の構造解析 宿　 毛 26 ．い

林収穫試験地 人工林の構造解析 西　 条 20 ．ほ

65 ．ぬ更新試験地 スギ， ヒノキニ投林下木の形質の解明 松　 山

収穫試験地 窪　 川人工林の構造解析 15 ．は

収穫試紫地‾‾‾▼一‾‾‾‾‾一
‾‾▲人∃二林の構造解析

宿　 毛 72 ．に
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地覧 表

平成 7年 5 月現在

6 1

樹　　　　　　　 種
面 積
（吋

設定

年度

終 了予

定 年度 今　 後　 の　 調　 査　 計　 画
距簾
（km）
担 当

研 究室
備　　　　　 考

ス ギ， ヒノキ， モ ミ， ツガ 2，12 T ．14 H ．4 0 H ．7 年 度 調 査， 以 降 1 0年 毎 調 査 1 0 5 経 営 H ．6 年 に研 究項 目変更

ク

ケ

ク

S ．60 年 に研 究項 目変更

ク

4 ．9 7 14

S ． 6

6

3 4

1 0 5 経 営

経 営

スギ，ヒノキ，モミ，ツガ，広葉樹

ヒノキ

スギ

スギ

7　　 ク　　　　　　　　 ク

0 ．8 8 1 1 ケ ク

1 1 〃 ク

7 年 度 調 査 ，以 降 5 年 毎 調 査

1 75

1 ．00 ケ 17 5 経 営

1 ．40 ケ 10 5 経 営 ク

ク

ケ

ク

ク

H ．7 ク

1 ．3 2

3 ．8 6

5 ．3 0

5 ．2 3

0 ．7 8

3 5 ク 10 5 経 営ス ギ 7　　 ク　　　　　　　　 ク

ク 7 0 経 営ヒ ノキ 36 1 1　 ク　　　　　　　　　 ケ

ス ギ 39 ク 8　　 ケ　　　　　　　　 ク 17 0 経 営

40 ケ 1 70 経 営

林 地

ヒノキ 8　　 ク　　　　　　　　 〃

ス ギ， ヒノキ 3 4 1 2 7　　 ク 5 5

7 ．3 5 4 1 5 5 経 営 S ．6 0　　 〃ス ギ 4 0 7　　 〃　 ． 以 降 5 年 毎 調 査

0 ．20 4 3 12 95 造 林 H ．元　　 〃ス ギ． ヒ ノキ 7　　 ク　　　　　　　　　 ケ

11 ．74 ・4 4 1 10 S ．6 0　　 クヒ ノキ 4 0 8　　 ク　　　　　　　　 ク 経 営

ケ 20 0 経 営 〃

H ．元 ケ

ヒノキ

スギ

14 ．8 1

6 ．8 2

4 6 9　　 ケ　　　　　　　　 ケ

4 7 12 ▲ 7 ク　 〃

9 ク　 〃

12 0 造 林

経 営スギ 2．釦

1．4 2

4 7 4 0

ケ

7 0

16 0

S ．60 ク

ケス ギ 48 9　　 ケ　　　　　　　　 ク 経 営
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平成 7 年 度 の 研 究 課 題（平成7年5月現在）

研究問題 ⅩⅢ 豪雨

麺封

研究

車重t麺垂ユ

急傾斜地域の森林管理技術の高度化

課題

実行 誅 葛

1 ．環境保全的森林管理技術の向上

（ 1）急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

①急傾斜山地における立地環境特性の解

明

a 林地の降雨特性および鉱物特

性に基づく地表侵食量の定量

化

b 常緑広葉樹林の再生過程にお

ける土壌水分条件の役割

②森林施業が土壌特性に与える影響の解

明

C 複層林施業による地表保護効

果の解明

e 土壌有機物の変動が土壌構造

に及ほす影響

（ 2）環境資源としての森林の保全技術の向上

①複層林施業技術の開発

a 二投林施業が林木の水分・生理

に及ぼす効果の解明

b 光環境変化が複層林下木の成

長過程に及ほす影響の解明

C 高蓄積 及び長期複層林の管理

技術に関する研究

②源淀城森林生態系の動態の解明

b 源流域天然林の構造と樵能の

解明

2 ．高度に人工林化した地域における林業経営技術の向上

（ 1）中山間地域における林業経営技術の改善

①択伐林における林業経営技術の改善

b 魚梁瀬天然木の調査管理シス

テムの開発

担当

研究室

林地保全研

林地保全研

造林研

林地保全研

林地保全研

造林研

造林研

造林研

造林研

経営研

（ 課題責任者）

課題担当者

（森貞 和仁）

（森貞 和仁）

三浦 覚

森貞 和仁

森貞 和仁

三浦 覚

川崎 達郎

酒井 武

田淵 隆一・

森貞 和仁

三浦 覚

山田 毅

三浦 覚

森貞 和仁

山田 穀

（ 田淵 隆一一）

川崎 達郎

酒井 武

田淵 隆一

田淵 隆山

ノーl崎 達郎

酒井 武

田淵 隆一

川崎 達郎

酒井 武

酒井 武

川時 速郎

田淵 隆一

（ 阿部 恭久）

（ 松村 直人）

小谷 英司

松村 直人

6 ～ 9

5 ～ 7

3 － 7

7 － 9

2 － 6

～7

7 － 1 1

7 ～ 8

6 － 9

7 － 1 1

経常

大型別

枠

経常

特別

経常

経常

指定

軽常

経常

生態秩序

人工針葉樹林

長期複層 林
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（ 課題責任者）

課題担当者
研究年度

6 3

予算区分

松村 直人

松村 直人

小谷 英司

山田 茂樹

松村 直人

小谷 英司

山田 茂樹

松村 直人

（ 阿部 恭久）

阿部 恭久

田端 推進

阿部 恭久

田端 雅進

出端 雅進

阿部 恭久

井上 大成

井上 大成

井上 大成

井上 大成

阿部 恭久

井上 大成

田端 雅進

5 ～ 7

6 3 ～ 9

3 － 7

6 － 1 0

6 － 8

7 － 8

7 － 9

4 － 6

－8

6 ～ 7

4 － 8

元～ 9

経常

経常

技発

経常

軽骨

その他

軽骨

経常

経常

指定

特定

経常

備

継続調査法

シキミ栽培

生物的防除

研　　 究　　 課　　 題 担　 当

垂 二卓二吏頂 患 研究室

経営研

経営研

軽骨研

経営研

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

（参林分の構造解析 と経営計画技術 の向上

a 分布モデルによる収 穫予測技

術の開発

b 人工林の構造解析

③施業形態の特性評価 と林業経営 システ

ムの改善

a 森林継続調査法 による長伐期

林分情報の整備方式の開発

b 林家の経営動向 と林産物流通

経路の究明

（2）中山間地域における森林生物の管理技術 の高度

化

①主要病害の発生生態の解明

b 主要木材腐 朽菌類 の分類 ・分

布に関する調査

C スギ ・ヒノキの材質腐朽榛構

に関する調査

d ニホ ンキバナ と A 叫γわ5J粥 仙桝

属菌 によるスギ， ヒノキの変

色被害発生株構の解明

（勤主要書虫の生態の解明

b 特用広葉樹 を加害する昆虫の

生態の解明と被害解析

C 四国地方の シキ ミ栽培 地にお

けるクスアナアキゾウムシの

生態 の解明 と板書回避技術の

・確立

d 四国地方におけ る枯損動態 と

防除効果の評価

⑤病虫獣奮発生情報の収集 と解析

a 病虫獣奮発生情報の収集 と解

析



6 4

昭和14年 7 月

昭和22年12月

昭和26年12月

昭和29年 3 月

昭和34年 4 月

昭和34年 7 月

昭和38年 4 月

昭和39年 4 月

昭和63年10月

定年退職

転

新規採用

転入

内部異動

平成6 年度森林絵合研究所四国支所年報

沿革

治山治水，砂防造林等に関する試験を行うため，大正試験地を設置。

高知営林局の試験調査部門と大正試験地を統合・編成換えし，林業試験場高知支場として同

営林局内に併置。

造林，経営，土壌の 3 研究室と庶務課を設置。

大正試験地を廃止。

保護研究室を設置。

高知支場を四国支場 と改称。支場長は専任となる。

訴査室を設置。

新庁舎（現在地）への移転完了。

組織改編により森林稔合研究所四国支所となる。調査室を連絡調整室，土壌研究室を林地保

全研究室と改称。

職員 の 異 動（6．9．2～7．9．1）

7 ．3 ．3 1

7 ．3 ．3 1

6 ．1 0 ．1

6 ．1 0 ．1

7 ． 3 ．1 6

7 ． 4 ． 1

6 ．1 0 ．1

7 ． 4 ．1

7 ． 5 ． 1

7 ． 4 ．1

告別 桂子

高椋来見タユ

陶Ul 正恵

平井 敬三

山本 岳人

尾崎 雅史

高田 長武

佐々木伸弘

山剛 毅

藤原 拓也

林地保全研究室主任研究官

連絡調整室

四国支所長一・関西支所長

林地保全研究室一・国際農林水産業研究センター

庶務課会計係一ヰ本所企画調整部企画科調整係

連絡調整室

凶国支所長一本所林業経営部長

連絡調整室研究情報専門官一多摩森林科学園業務課施設管理係長

林地保全研究室一一本所企画調整部企画科企画室

庶務課会計係一連格調整室
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現

機

北海道支所

東北 支 所

関西 支 所

農林 水 産 省 林 野 庁

森林 総 合 研 究 所

（ 茨城県茎崎町） 一一・四 国 支 所

有施

延面 積

1 ，5 2 2 n f

1 6 5

3 2 0

6 5

1 7

9 9

4 6

（ 札幌市）

（ 盛岡市）

（ 京都市）

高田 長武

設

建物 名 建物面積

8 消防器具庫

9 薬 品 庫

1 0 消防用ポンプ 格納庫

1 1 ポンプ室

1 2 ガラス室

1 3 網 重

合計

構

庶務課 ← 氾

篠井 徳男

一連格調整室

竹内 郁雄

造林研究室

田淵 隆一

林地保全研究室

森貞 和仁

保護研究室

阿部 恭久

経営研究室

松村 直人

九州 支 所（熊本市）

多摩森林科学園（八王子市）

3 3 n f

5

9

6

6 3

2 2

1 ，3 4 8

6 5

延面 積

3 3 1げ

5

9

6

6 3

2 2

2 ，3 7 2

（ 平成 7 年 9 月 1 日現在）

「 庶務係

村田 毅

i 野村 匡，山中 美和

」会計係

杉本 育己

山本 加代，藤原 拓也

大黒 正，佐々木伸弘

溌渕 照江，弘田 孝行

尾崎 雅史

川崎 達郎，酒井 武

三浦 覚，山田

田端 推進，井上 大成

（ 海外派遣）山崎 三郎

山田 茂樹，小谷 英司

建　　 物　　 名 建物面積

1　 庁舎本館 69 8 nf

2　 造林研究棟 16 5

3　 共同試料調整室 12 0

4　 温　　 室 6 5

5　 渡 廊 下 17

6　 租試料調整測定室 9 9

7　 堆 肥 舎 4 6
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敷地 お よ び 実験 林

敷地 面 積

庁舎 ・ 宿 舎 敷
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